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１．目的と方法 
 
 

（１） 目的 
 

①  調査の目的 

 

北広島市では、 市民のだれもが安心して暮らせる地域社会づくりをめざす地域福祉計画について、

今年度、見直しを進めています。見直しに際し、 地域福祉に関する実態、 意識等や関心のある施策に

ついて、 市民の考えを把握することを目的に、アンケート調査を実施します。 

 

②  調査の方法 

 

調査の対象者は、北広島市の市民から無作為に抽出した１，０００人の方です。 

配付回収は、郵送とし、平成２３年９月１日の配付、１４日の回収期限とします。調査票は、健康づくり

計画の調査票と同時に配付しました。 

 

 

（２）質問票（関係分） 

 

Ⅰ．回答者（調査票の宛名の方）などの状況について、おうかがいします。 

（該当するものに○をつけてください） 

 問１ あなたの性別は、どちらですか。（１つ） 

 １．男           ２．女 

 

 問２  あなたの年齢（平成２３年４月１日現在）は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．３０歳未満       ２．３０～４０歳未満  ３．４０～５０歳未満 

 ４．５０～６０歳未満    ５．６０～７０歳未満  ６．７０歳以上 

 

 問３  あなたの職業は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．自営業（農林水産業）    ２．自営業（商工・サービス業） 

 ３．自由業（弁護士・開業医等） ４．公務員・教員  ５．会社員・団体職員 

 ６．家事専業          ７．パート     ８．学生 

 ９．無職            10．その他 

 

 問４  あなたがお住まいの地区は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．東部地区        ２．大曲地区      ３．西の里地区 

 ４．西部地区        ５．北広島団地地区 

 

 問５  あなたのご自宅の住居形態は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．一戸建住宅       ２．マンション・アパート   

 ３．市営・道営住宅     ４．公団住宅      ５．その他（      ） 

 

 問６  あなたが市内にお住まいの期間は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．３年未満        ２．３～５年未満    ３．５～１０年未満 

 ４．１０～２０年未満    ５．２０年以上 
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 問７  あなたの家族構成は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．単身          ２．夫婦のみ      ３．夫婦とこども  

 ４．夫婦と親        ５．３世代（親、子、孫）６．こどもと親 

  ７．その他（          ） 

 

 問８  あなたとご家族は、利用している福祉サービスはありますか。（いくつでも） 

 １．高齢福祉・介護保険   ２．障がい福祉     ３．児童福祉   

 ４．その他（         ）          ５．利用していない 

 

Ⅱ．回答者の生活について、おうかがいします。 

 

 問９  ご家庭での話題、悩みには、どのようなことがありますか。（いくつでも） 

 １．景気、雇用、収入など経済状態     ２．家族の暮らし、将来のこと  

 ３．医療費、保険料などの負担のこと    ４．自分の健康問題  

 ５．家族の健康問題            ６．育児、子どもの教育問題  

 ７．高齢者介護の問題           ８．障がい者介護の問題  

 ９．住んでいる住宅の設備、建て付け、老朽化のこと  

 10．同居している家族との人間関係  

 11．同居していない家族の介護・健康のこと 12．隣近所との人間関係  

 13．地域の防犯、安全のこと        14．地震、水害、火事などの災害 

 15. その他（              ）16. 特にない 

 

 問１０  困ったときの相談相手は、どのかたですか。（いくつでも） 

 １．家族        ２．親類        ３．友人・知人  

 ４．近所の人      ５．職場の人      ６．自治会役員、民生委員等 

 ７．行政（市役所、警察など）          ８．社会福祉協議会 

 ９．福祉サービス事業所、相談支援事業所     10．病院・薬局の方  

 11．その他（             ）    12. 特にない 

 

 問１１  あなたが必要とする福祉に係る情報は、どのように入手していますか。 

（いくつでも） 

 １．新聞・雑誌    ２．テレビ、ラジオなど   ３．インターネットで検索  

 ４．市の広報紙    ５．書籍      ６．国、北海道などのパンフレット  

 ７．専門家に直接相談           ８．体験者に直接相談  

 ９．サービスを提供する団体に直接相談   10．特に入手しない 

 

 問１２  あなたは、ふだん近所の人と、どの程度の付き合いをしていますか。（１つ） 

 １．親しく付き合っている        ２．気の合った人とは親しく 

 ３．立ち話をする程度          ４．顔が会えばあいさつ程度 

 ５．ほとんど付き合いはない 

 

Ⅲ．あなたの地域活動について、おうかがいします。 

 

 問１３  あなたは、参加している地域活動はありますか。（いくつでも） 

 １．町内会・自治会活動   ２．ＰＴＡ活動     ３．婦人会活動  

 ４．子ども会活動      ５．老人クラブ活動   ６．趣味のサークル活動 
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 ７．その他の活動（              ）  ８．参加していない 

 

問１４  問１３で、地域活動に参加していると答えた方におうかがいします。 

主な地域活動への参加状況はどの程度ですか。（１つ） 

 １．よく参加している          ２．ときどき参加している  

 ３．年に数回は参加している       ４．ほとんど参加していない  

  

問１５  あなた自身が病気や事故で日常生活が不便になったり、不安になったとき、地 

域の住民に手伝ってほしいと思うことには、どのようなことがありますか。（いくつでも） 

 １．道ばたでの声かけ          ２．買い物や外出の手伝い  

 ２．訪問しての安否確認         ４．話し相手 

５．身の周りの簡単な世話（調理、電球の交換、重い物の移動など） 

 ６．ごみ出し              ７．除雪などの手伝い 

 ８．自治会、民生委員等への取り次ぎ   ９．親類への連絡、取り次ぎ 

 10．役所、福祉団体等への相談       

11．その他（                         ） 

 12．特になし 

 

 問１６  あなた自身が、地域にお住まいの高齢者や障がい者、子育て中の家族、母親や 

地域の子ども達にしてあげられることには、どのようなことがありますか。（いくつでも） 

 １．道ばたでの声かけ          ２．買い物や外出の手伝い  

 ３．お宅を訪問しての安否確認      ４．話し相手 

５．身の周りの簡単な世話（調理、電球の交換、重い物の移動など） 

 ６．ごみ出し              ７．除雪などの手伝い  

  ８．自治会、民生委員等への取り次ぎ   ９．親類への連絡、取り次ぎ  

 10．役所、福祉団体等への相談      11．非行への注意、監視 

 12．地域の防犯パトロール        13．道路や空地の清掃、美化 

 14．危険箇所の調査、撤去        15. 空き地、空き家の監視 

 16. その他（                         ） 

17．特になし 

 問１７  地域活動を活発にするには、どのようなことが効果があると思いますか。 

（いくつでも） 

 １．町内会・自治会主催の活動への参加 

 ２．地域を会場とした地域活動への参加 

 ３．住民自身による地域活動の運営   

 ４．行政主催の行事への参加 

 ５．その他（                         ） 

 ６．わからない 

 

 

 

問１８  地域活動を進めるうえで必要なことは、どのようなことだと思いますか。 

                                 （いくつでも） 

 １．中心になって活動する人を育てる   ２．地域住民の理解 

 ３．活動資金の確保           ４．必要な情報の収集と提供 

 ５．人のつながり、ネットワーク     ６．行政からの支援    
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 ７．その他（                        ） 

  ８．わからない 

 

Ⅳ．ボランティア活動について、おうかがいします。 

 

問１９  ボランティア活動に参加していますか。（１つ） 

 １．現在活動に参加している               →問２０、問２１へ 

 ２．以前活動に参加したことがあるが、現在はしていない  →問２０、問２１へ 

 ３．活動に参加したことがない              →問２２、問２３へ 

 

問２０  問１９でボランティア活動に参加している、または以前参加したことがあると

答えた方におうかがいします。 

それはどのような活動ですか。（いくつでも） 

 １．地域における子育て支援活動     ２．障がいのある方への援助 

 ３．高齢者に対する援助         ４．保健・医療に関する活動 

 ５．青少年の健全育成に関する活動    ６．国際交流に関する活動 

 ７．自然や環境保護に関する活動     ８．まちづくりに関する活動 

 ９．地域で行う防災活動         10．地域で行う防犯活動 

 11．スポーツ・文化・レクリエーションに関する活動 

 12．その他の活動（                      ） 

 

問２１  問１９でボランティア活動に参加している、または以前参加したことがあると

答えた方におうかがいします。 

ボランティア活動を広げるためにはどのようなことが必要でしょうか。（いくつでも） 

 １．学校教育の一環としてボランティア活動を活発に行う 

 ２．ボランティアに経済的負担がかからないように交通費などの実費を援助する 

 ３．ボランティアとボランティアを必要とする人を結ぶ仕組みを拡充する 

 ４．企業などがボランティア休暇を認めるなど特別な配慮をする 

 ５．ボランティア活動に関する相談や活動の拠点となる場所を提供する        

６．地域でのボランティア活動を充実する 

 ７．ボランティアについての普及啓発（積極的な呼びかけ）を行う 

 ８．ボランティア活動に関する研修会や講習会を開催する 

 ９．その他（                        ） 

 

問２２  問１９でボランティア活動に参加したことがないと答えた方におうかがいし

ます。 

今後、ボランティア活動に参加したいと思いますか。（１つ） 

 １．ぜひ参加したい           

 ２．できれば参加したい 

 ３．あまり参加したいとは思わない    

 ４．まったく参加したいとは思わない 

 ５．わからない 

 

問２３  問１９でボランティア活動に参加したことがないと答えた方におうかがいし

ます。 

参加していない、できない理由としてはどのようなものがありますか。（いくつでも） 
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 １．仕事や家事が忙しく時間が取れない  ２．家族や職場の理解が得られない 

 ３．興味の持てる活動がない       ４．活動のための費用がない 

５．活動のための資格、技術がない    ６．健康に自信がない 

 ７．身近に活動グループや仲間がいない  ８．ボランティア活動はしたくない 

 ９．活動したい気持ちはあるがきっかけがつかめない 

 10．小さな子どもや介護を必要とする家族がいる 

 11．そのような活動は本来行政がやるべきものだと思うから 

 12．参加したいがどこへ行ったらよいかわからない 

 13．その他（                     ） 

 

問２４  すべての方におうかがいします。 

今後、参加してみたいボランティア活動としてはどのようなものがありますか。参加して

みたいボランティア活動はどのようなものがありますか。（いくつでも） 

 １．地域における子育て支援活動     ２．障がいのある方への援助 

 ３．高齢者に対する援助         ４．保健・医療に関する活動 

 ５．青少年の健全育成に関する活動    ６．国際交流に関する活動 

 ７．自然や環境保護に関する活動     ８．まちづくりに関する活動 

 ９．地域で行う防災活動         10．地域で行う防犯活動 

 11．スポーツ・文化・レクリエーションに関する活動 

 12．その他（                      ） 

 

Ⅴ．回答者やご家族の立場からみた福祉施策に対するお考えをおうかがいします。 

 問２５  福祉サービスの利用の分野で、関心のあることは、どれですか。（いくつでも） 

 １．高齢者や障がいのある方のための相談体制の充実 

 ２．子育て中の方のための相談体制の充実 

 ３．福祉サービスに関する様々な情報の提供 

 ４．福祉に係わる事業者や市民、団体相互のネットワークの充実 

 ５．虐待などの権利侵害が起きないような社会環境づくり 

  ６．その他（                           ） 

７．特にない 

 

 問２６  福祉活動の充実のために、必要と思うことは、どれですか。（いくつでも） 

 １．営利を目的としないで公益活動、市民活動を行う団体の育成、確保 

 ２．民間の福祉サービス事業の育成、確保 

 ３．保健・福祉・医療の専門家や事業者の連携やサービスの提供 

 ４．健康維持・増進させるための施策の充実 

 ５．地域の福祉資源をいかし、地域密着型の福祉を行う拠点の確保 

 ６．地域住民が有償で自発的に取り組む地域活動（コミュニティビジネス）の支援 

 ７．その他（                           ） 

  ８．わからない 

 

 問２７  地域福祉活動へ市民参加するために、必要と思うことは、どれですか。 

                                 （いくつでも） 

 １．ボランティア活動に参加する市民や団体の増加 

 ２．市民が福祉活動に参加しやすくなるような仕組みづくり 

 ３． ボランティアに参加したい人とボランティアを必要とする人を結ぶネットワーク       
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の確保 

 ４．小学校、中学校での福祉学習の推進 

 ５．社会福祉協議会と連携した福祉活動の推進 

 ６．自治会（町内会）と連携した福祉活動の推進 

 ７．地域の自主的な福祉活動の拠点となる組織や場の確保 

 ８．「身近な課題は、自分達の問題」という地域住民の認識の共有 

  ９．その他（                           ） 

10．わからない 

 

 問２８  地域福祉を推進するために、必要と思うことは、どれですか。（いくつでも） 

 １．利用しやすい、利用できる福祉サービスの充実 

 ２．福祉サービスを担う福祉事業者、団体の活動の充実 

 ３．地域福祉活動への市民参加の充実 

 ４．社会福祉協議会の組織力や体制の強化 

 ５．社会福祉協議会の具体的な活動の充実、連携 

 ６．民生委員・児童委員との連携 

 ７．市内の大学の研究活動、社会活動、学生活動との連携 

  ８．誰もがくらしやすいまちづくりのための公共施設のバリアフリー化 

 ９．バリアフリー化された住宅の確保 

  10．その他（                           ） 

11．わからない 

 

Ⅵ．回答者の地域活動に対するお考えを、おうかがいします。 

 

 問２９  あなたがお住まいの地域の地域活動について、どう感じていますか。（１つ） 

 １．とても活動的である      ２．比較的活動的である  

３．ふつう            ４．あまり活動的ではない  

 ５．活動しているようには見えない  ６．わからない 

 

問３０  あなたがお住まいの地域の地域活動について、今後、どうすすめるのがいいと 

思いますか。（１つ） 

 １．もっと、活動すべき     ２．いままでどおり       

 ３．活動を減らしたほうがいい  ４．やり方を再考すべき    ５．わからない 

 

Ⅶ．災害時の助け合いについて、おうかがいします。 

 

 問３１  あなた自身は、災害時に、高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児など隣近所に自力

で避難できない人が出たとき、どう対応しますか。現時点のお考えとしてお答えください。 

           （１つ） 

 １．自発的に手助けする、手助けしてもいい 

  ２．町内会（自主防災組織）から要請があれば、手助けする 

  ３．行政から要請があれば、手助けする 

 ４．手助けできない、手助けしない 

手助けできない理由は  

     ア．家にも避難できない人がいる   イ．体力的にむずかしい 

     ウ．隣近所をよく知らない      エ．その他 
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  ５．わからない 

 

問３２   あなたは、災害時の避難場所を知っていますか。（１つ）  

１．知っている   ２．知らない 

 

問３３  あなた自身は、災害時等に自力で避難できますか。（１つ） 

 １．はい      ２．いいえ 

 

問３４  問３３で「いいえ」と答えた方におうかがいします。 

避難のための支援を受けるために、あなたの住所、氏名などを事前に次のどこまで提供で

きますか。                             （いくつでも） 

 １．市役所       ２．消防        ３．警察 

 ４．民生委員等     ５．社会福祉協議会（地区福祉委員会を含む） 

 ６．自主防災組織    ７．自治会・町内会   ８．提供する考えはない 

 ９．わからない 

 

問３５   災害時の避難に際し不安に感じていることには、どのようなことがありますか。

（いくつでも） 

１．避難場所が分かりにくい      ２．避難場所の広さは十分か 

３．避難場所までの道路状況           ４．家族との連絡がつくか 

５．高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児がいるので避難がスムーズに出来るか心配 

６．災害の情報が入手できるか     ７．知人の安否情報が入手できるか      

８．その他(            ) ９．特になし 

 

問３６   火災を検知する住宅用火災警報器を取り付けていますか。（１つ） 

１．はい      ２．いいえ 

 

Ⅷ．最後に、地域福祉で、ご意見がありましたら、お聞かせください。 

 

（３） 回収状況 

 

・配布数＝１，０００票 

・回収数＝４２３票 

・回収率＝４２．  ３％ 
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２．回答者の属性 
 
 

（１） 回答者の個人属性 
 

 問１ あなたの性別は、どちらですか。（１つ） 

 １．男           ２．女 

 

・回答者の属性は、全体では「男」 39.7％、「女」 59.6％となっている。 

・全体平均と比較すると、「女」が多いのは「30歳代」（71.7％）、「40歳代」（63.8％）、 

である。 

・前回（平成20年）と比較すると、「男」（前回 37.4％）、「女」（前回 61.2％）とほぼ同じ

傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１．回答者性別(%)

39.7

42.4

28.3

36.2

40.8

43.0

41.7

39.8

41.0

59.6

57.6

63.8

56.1

57.3

59.6

0.7

-

-

-

1.3

0.9

1.0

0.6

1.3

男 女

71.7

57.9

57.7

不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N=  423)

３０歳未満

(N=   46)

３０歳代

(N=   82)

４０歳代

(N=   58)

５０歳代

(N=  76)

６０歳代

(N=   107)

７０歳以上

(N=   103)

一戸建住宅

(N=  337)

共同住宅計

(N=   78)

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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 問２  あなたの年齢（平成２３年４月１日現在）は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．３０歳未満       ２．３０～４０歳未満  ３．４０～５０歳未満 

 ４．５０～６０歳未満    ５．６０～７０歳未満  ６．７０歳以上 

 

・回答者の年齢で多い年代は「60歳代」25.3％、ついで「70歳代」24.3％、「50歳代」18.0％、

「40歳代」13.7％「30歳以上」10.9％、最も少ない年代が「30歳未満」7.8％となっている。 

・全体平均と比較すると、「30歳未満」では「男」（8.3％）、「共同住宅計」（12.8％）が平

均より多く、「30歳代」では「女」（13.1％）、「共同住宅計」（14.1％）が多くなっている。

また「50歳代」と「70歳以上」では「共同住宅計」が平均より少なくなっている。 

（50代：14.1％）、 （70歳以上：15.4％） 

・前回と比較すると、「50歳代」(前回 24.9％）、ついで「30歳代」(前回 19.3％）だったの

で、今回は 60歳代以上が大きく増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２．回答者年齢(%)

7.8

8.3

7.5

6.8

12.8

10.9

7.7

10.1

13.7

12.5

14.7

13.6

15.4

18.0

18.5

17.5

19.0

14.1

25.3

27.4

23.8

24.3

28.2

24.3

25.6

23.4

26.1

15.4

-

-

-

-

-

３０歳未満

14.1

13.1

３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N=  423)

男

(N=  168)

女

(N=  252)

一戸建住宅

(N=  337)

共同住宅計

(N=   78)

性
　
別

住
居
形
態
別
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問３  あなたの職業は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．自営業（農林水産業）    ２．自営業（商工・サービス業） 

 ３．自由業（弁護士・開業医等） ４．公務員・教員  ５．会社員・団体職員 

 ６．家事専業          ７．パート     ８．学生 

 ９．無職            10．その他 

 

・回答者の職業で多いものは「有職計」（39.0％）ついで「無職」（31.7％）、「家事専業」（19.9

％）、「その他」（6.4％）である。 

・「70歳以上」では81.6％、 「60歳代」では32.7％が「無職」となっている。 

・前回と比較すると、「有職計」(前回 46.8％）が7.8%減少、また「家事専業」(前回 23.3％）

も3.4％減少している。逆に「無職」(前回 19.5％）が12.2％増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３．回答者職業(%)

39.0

50.0

31.3

45.5
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30.8

1.9

38.3
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-

3.0
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21.1
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14.1

2.6
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2.0
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-

-

-

-

-

2.7

2.6

31.7

35.1

29.4

3.0
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5.2

5.3

32.7

81.6

31.2

32.1

6.4

10.7

3.6

15.2

2.2

6.9

7.9

5.6

4.9

5.9

7.7

-

-

有職計

21.4

11.7

21.7

33.3

家事専業 学　生 無　職 その他

0.4

-

0.6

-

1.9

-

-

0.6

0.5

不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体
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７０歳以上
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一戸建住宅

(N=  337)

共同住宅計

(N=   78)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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（２）回答者の居住属性 

 

 問４  あなたがお住まいの地区は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．東部地区        ２．大曲地区      ３．西の里地区 

 ４．西部地区        ５．北広島団地地区 

 

・回答者の居住地区は「北広島団地」（36.2％）が一番多く、ついで「大曲地区」（22.7％）、

「東部地区」（22.5％）、「西の里地区」（11.1％）、「西部地区」（6.9％） となっている。 

・全体平均と比較すると、 「北広島団地」では「60歳代」  と 「共同住宅計」が多く、「大曲

地区」では「40歳代」、「70歳以上」と「一戸建住宅」が、「東部地区」では「50歳代」「男

性」が多くなっている。 

・前回と比較すると、順位は同じ傾向であるが「北広島団地」(前回 27.8％）が8.4％増加して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４．居住地区(% )

22.5

24.4

21.0

18.2

23.9

15.5

27.6

22.4

23.3

22.6

17.9

22.7

20.8

36.4

27.6

21.1

17.8
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11.3

11.1

9.1
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10.5

10.3

10.7
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3.8

6.9

7.7

6.3

9.1

10.9

19.0

5.3

3.7

1.9

8.0

36.2

34.5

36.9

27.3

32.6

24.1

35.5

44.9

38.8

32.0

57.7

0.7

1.2

0.4

-

-

1.7

-

0.9

1.0

0.3

2.6

東部地区

24.6

24.3

17.4
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大曲地区 西の里地区

2.6

西部地区 北広島団地 不　明
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全　　体
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(N=  252)

３０歳未満
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３０歳代

(N=   46)

４０歳代

(N=   58)

５０歳代

(N=  76)

６０歳代

(N=   107)

７０歳以上

(N=   103)

一戸建住宅

(N=  337)

共同住宅計

(N=   78)

性
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年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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 問５  あなたのご自宅の住居形態は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．一戸建住宅       ２．マンション・アパート   

 ３．市営・道営住宅     ４．公団住宅      ５．その他（      ） 

 

・回答者の住居形態は「一戸建住宅」 （79.7％）が一番多く、次いで「共同住宅計」（18.4％）

となっている。 

・「共同住宅計」の内訳で多いものは「マンション・アパート」（9.7％）、「市営・道営住宅」

（6.6％）である。 

・年齢別で「一戸建住宅」をみると、「70歳以上」は85.4％、「50歳代」では84.2％を占め、平

均より多くなっている。 

・前回との比較では、「一戸建住宅」(前回 78.1％）、次いで「共同住宅計」(前回 19.3％）と

ほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５．住居形態(%)

79.7

79.8

79.8

69.7

73.9

79.3

84.2

76.6

85.4

18.4

19.0

30.3

20.7

14.5

20.6

1.7

1.2

2.0

-

2.2

1.3

2.8

一戸建住宅 共同住宅計

17.9

23.9

11.7

その他

-

1.9

不　明

0.2

-

0.4

-

-

-

-

-

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N=  423)

男

(N=  168)

女

(N=  252)

３０歳未満

(N=   33)

３０歳代

(N=   46)

４０歳代

(N=   58)

５０歳代

(N=  76)

６０歳代

(N=   107)

７０歳以上

(N=   103)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別
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 問６  あなたが市内にお住まいの期間は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．３年未満        ２．３～５年未満    ３．５～１０年未満 

 ４．１０～２０年未満    ５．２０年以上 

 

・回答者の居住期間は「20年以上」（54.6％）が一番多く、ついで「10～20年未満」（22.5％） 

「５～10年未満」 （11.3％）  となっている。 

・全体平均と比較すると、「20年以上」が多いのは、50歳代以上と「一戸建住宅」（59.1％）が

多く、とくに「70歳以上」では74.8％を占める。 

・「３年未満」は「30歳未満」（21.2％）、「30歳代」（17.4％）、「共同住宅計」（12.8％）

で多くなっている。 

・前回との比較では、「20年以上」 (前回 41.6%）が 13%減少しているが、ついで「10～20年

未満」(前回 26.6％）の順でほぼ同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６．居住期間(%)

7.8

4.8

9.9

21.2

17.4

13.8

6.8

12.8

3.8

4.8

9.1

-
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15.2
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17.4
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16.8

15.5

20.8

29.5
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50.6

56.7

27.3

26.1

17.2

63.2

70.1

74.8

59.1

37.2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

6.6

1.9

2.9

３年未満

3.7

～５年未満

3.2

13.0

1.9

3.3

～１０年未満 ～２０年未満 ２０年以上 不　明
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(N=  252)

３０歳未満
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７０歳以上
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一戸建住宅

(N=  332)

共同住宅計

(N=   82)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別
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居
形
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別
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（３）回答者の家族属性 

 

 問７  あなたの家族構成は、以下のどれですか。（１つ） 

 １．単身          ２．夫婦のみ      ３．夫婦とこども  

 ４．夫婦と親        ５．３世代（親、子、孫）６．こどもと親 

  ７．その他（          ） 

 

・回答者の家族構成は「夫婦と子」（35.0%）が多く、ついで「夫婦のみ」（32.2％）、「単身」

(9.0%)「３世代」（6.6%）となっている。 

・全体平均と比較すると、「単身」の方は「30歳未満」（12.1％）と「70歳以上」（17.5％）、

「共同住宅計」（16.7％）で多くなっている。「夫婦のみ」は「60歳代」（49.5％）、「70歳 

 以上」（41.7％）で多くなっている。 

・前回との比較では、「夫婦と子」(前回 36.2%）、ついで「夫婦のみ」(前回 25.2％）と、ほ

ぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７．家族構成(%)
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3.0

-

6.6

7.7

6.0
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 問８  あなたとご家族は、利用している福祉サービスはありますか。（いくつでも） 

 １．高齢福祉・介護保険   ２．障がい福祉     ３．児童福祉   

 ４．その他（         ）          ５．利用していない 

 

・「利用していない」と回答している方が全体の81.3％である。 

・利用しているサービスの中で回答が一番多いのは「高齢福祉・介護保険」（9.9％）、ついで

「障がい福祉」（5.4％）、「児童福祉」（1.4％）  となっている。 

・年代別にみると、 「30歳代」では「障がい福祉」 （13.0％）の利用が多い。 

・「利用していない」の回答率が「40歳代」で94.8％と最も高く、「50歳代」(86.8%)、「60歳

代」(87.9%)でも平均より多く回答している。 

・前回との比較では、「高齢福祉・介護保険」(前回 7.5％）、ついで「障がい福祉」(前回 6.1

％）、「児童福祉」(前回 8.2%）と同様の傾向であるが、「児童福祉」が6.8％減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８．利用している福祉サービス（複数回答、％）
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問８．利用している福祉サービス(%)
３０歳未満

6.1

9.1

6.1
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81.8

-
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問８．利用している福祉サービ
ス(%) ３０歳代

4.3

13.0

8.7

-

76.1

2.2

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

高齢福祉・

介護保険

障がい福祉

児童福祉

その他

利用していない

不　明 　３０歳代
(N=  46)

問８．利用している福祉サービ
ス(%)  ４０歳代

3.4

-

-

-

94.8

1.7

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

高齢福祉・

介護保険

障がい福祉

児童福祉

その他

利用していない

不　明 　４０歳代
(N=  58)

問８．利用している福祉サービス(%)
５０歳代

3.9

7.9

-

1.3

86.8

-

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

高齢福祉・

介護保険

障がい福祉

児童福祉

その他

利用していない

不　明 　５０歳代
(N=  76)

問８．利用している福祉サービ
ス(%) ６０歳代

5.6

4.7

-

-

87.9

2.8

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

高齢福祉・

介護保険

障がい福祉

児童福祉

その他

利用していない

不　明 　６０歳代
(N= 107)

問８．利用している福祉サービ
ス(%)  ７０歳以上

26.2

2.9

-

1.0

65.0

5.8

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

高齢福祉・

介護保険

障がい福祉

児童福祉

その他

利用していない

不　明
　７０歳以
上
(N= 103)
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３．回答者の地域生活 

 

（1）家庭での話題、相談相手 

 

 問９  ご家庭での話題、悩みには、どのようなことがありますか。（いくつでも） 

 １．景気、雇用、収入など経済状態     ２．家族の暮らし、将来のこと  

 ３．医療費、保険料などの負担のこと    ４．自分の健康問題  

 ５．家族の健康問題            ６．育児、子どもの教育問題  

 ７．高齢者介護の問題           ８．障がい者介護の問題  

 ９．住んでいる住宅の設備、建て付け、老朽化のこと  

 10．同居している家族との人間関係  

 11．同居していない家族の介護・健康のこと 12．隣近所との人間関係  

 13．地域の防犯、安全のこと        14．地震、水害、火事などの災害 

 15. その他（              ）16. 特にない 

 

・家庭での話題、悩みで一番多いのは「景気、雇用、収入など経済状況」 （39.5％）、ついで

「家族の暮らし、将来のこと」（34.5％）、「医療費、保険料などの負担のこと」（32.8％）

となっている。 

・前回との比較では、「景気、雇用、収入など経済状況」(前回 59.8％）、ついで「家族の暮ら

し、将来のこと」(前回 46.6％）、「医療費、保険料などの負担のこと」(前回 43.3％）と

順位は同様であるが10%以上減少している。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問９．家庭での話題、悩み（複数回答、％）

39.5

34.5

32.9

33.3

27.0

10.2

17.7

3.5

21.5

4.7

12.5

6.1

8.7

18.0

1.2

9.5

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

景気、雇用、収入など経済状態

家族の暮らし、将来のこと

医療費、保険料などの負担のこと

自分の健康問題

家族の健康問題

育児、子どもの教育問題

高齢者介護の問題

障がい者介護の問題

住んでいる住宅の設備、
建て付け、老朽化のこと

同居している家族との人間関係

同居していない家族の介護・健康のこと

隣近所との人間関係

地域の防犯、安全のこと

地震、水害、火事などの災害

その他

特にない

不　明

全　　体
(N= 423)
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・年代別で比較して多い回答は、「30歳代」、「40歳代」、「50歳代」は「景気、雇用、収入な

ど経済状態」「60歳代」、「70歳以上」では「自分の健康問題」、「医療費、保険料などの負

担」に対する話題、悩みが多くなっている。 

・前回との比較でも同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９．家庭での話題、悩み（複数回

答、％）３０歳未満

60.6

51.5

27.3

9.1

21.2

12.1

6.1

3.0

3.0

9.1

6.1

3.0

12.1

18.2

3.0

15.2

3.0

0 20 40 60 80 100

景気、雇用、収入

など経済状態

家族の暮らし、

将来のこと

医療費、保険料な

どの負担のこと

自分の健康問題

家族の健康問題

育児、子ども

の教育問題

高齢者介

護の問題

障がい者

介護の問題

住んでいる住宅の設備、

建て付け、老朽化のこと

同居している家

族との人間関係

同居していない家族

の介護・健康のこと

隣近所との人間関係

地域の防犯、

安全のこと

地震、水害、火

事などの災害

その他

特にない

不　明

　３０歳未満

(N=  33)

問９．家庭での話題、悩み（複

数回答、％）３０歳代

67.4

52.2

32.6

23.9

30.4

28.3

10.9

4.3

26.1

13.0

15.2

8.7

26.1

28.3

-

4.3

2.2

0 20 40 60 80 100

景気、雇用、収入

など経済状態

家族の暮らし、

将来のこと

医療費、保険料な

どの負担のこと

自分の健康問題

家族の健康問題

育児、子ども

の教育問題

高齢者介

護の問題

障がい者

介護の問題

住んでいる住宅の設備、

建て付け、老朽化のこと

同居している家

族との人間関係

同居していない家族

の介護・健康のこと

隣近所との人間関係

地域の防犯、

安全のこと

地震、水害、火

事などの災害

その他

特にない

不　明

　３０歳代

(N=  46)

問９．家庭での話題、悩み（複

数回答、％）４０歳代

56.9

53.4

29.3

24.1

25.9

41.4

10.3

1.7

22.4

3.4

24.1

3.4

10.3

22.4

-

5.2

-

0 20 40 60 80

100

景気、雇用、収入

など経済状態

家族の暮らし、

将来のこと

医療費、保険料な

どの負担のこと

自分の健康問題

家族の健康問題

育児、子ども

の教育問題

高齢者介

護の問題

障がい者

介護の問題

住んでいる住宅の設備、

建て付け、老朽化のこと

同居している家

族との人間関係

同居していない家族

の介護・健康のこと

隣近所との人間関係

地域の防犯、

安全のこと

地震、水害、火

事などの災害

その他

特にない

不　明

　４０歳代

(N=  58)
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問９．家庭での話題、悩み（複数回

答、％）５０歳代

59.2

43.4

25.0

30.3

30.3

2.6

22.4

2.6

23.7

1.3

23.7

5.3

5.3

14.5

-

-

-

0 20 40 60 80 100

景気、雇用、収入

など経済状態

家族の暮らし、

将来のこと

医療費、保険料な

どの負担のこと

自分の健康問題

家族の健康問題

育児、子ども

の教育問題

高齢者介

護の問題

障がい者

介護の問題

住んでいる住宅の設備、

建て付け、老朽化のこと

同居している家

族との人間関係

同居していない家族

の介護・健康のこと

隣近所との人間関係

地域の防犯、

安全のこと

地震、水害、火

事などの災害

その他

特にない

不　明

　５０歳代

(N=  76)

問９．家庭での話題、悩み（複

数回答、％）６０歳代

24.3

26.2

37.4

32.7

20.6

-

15.0

3.7

22.4

2.8

8.4

6.5

3.7

13.1

0.9

14.0

5.6

0 20 40 60 80 100

景気、雇用、収入

など経済状態

家族の暮らし、

将来のこと

医療費、保険料な

どの負担のこと

自分の健康問題

家族の健康問題

育児、子ども

の教育問題

高齢者介

護の問題

障がい者

介護の問題

住んでいる住宅の設備、

建て付け、老朽化のこと

同居している家

族との人間関係

同居していない家族

の介護・健康のこと

隣近所との人間関係

地域の防犯、

安全のこと

地震、水害、火

事などの災害

その他

特にない

不　明

　６０歳代

(N= 107)

問９．家庭での話題、悩み（複

数回答、％）７０歳以上

11.7

12.6

37.9

53.4

32.0

-

28.2

4.9

22.3

4.9

2.9

7.8

6.8

18.4

2.9

8.7

5.8

0 20 40 60 80

100

景気、雇用、収入

など経済状態

家族の暮らし、

将来のこと

医療費、保険料な

どの負担のこと

自分の健康問題

家族の健康問題

育児、子ども

の教育問題

高齢者介

護の問題

障がい者

介護の問題

住んでいる住宅の設備、

建て付け、老朽化のこと

同居している家

族との人間関係

同居していない家族

の介護・健康のこと

隣近所との人間関係

地域の防犯、

安全のこと

地震、水害、火

事などの災害

その他

特にない

不　明

　７０歳以上

(N= 103)
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問１０  困ったときの相談相手は、どのかたですか。（いくつでも） 

 １．家族        ２．親類        ３．友人・知人  

 ４．近所の人      ５．職場の人      ６．自治会役員、民生委員等 

 ７．行政（市役所、警察など）          ８．社会福祉協議会 

 ９．福祉サービス事業所、相談支援事業所     10．病院・薬局の方  

 11．その他（             ）    12. 特にない 

 

・困ったときの相談相手は、「家族」（80.1％）が一番多く、ついで「友人・知人」（38.3％）、

「親類」（24.6％）となっている。 

・年齢別にみると、全年齢で「家族」の回答率が一番多くなっている。 

「60歳代」までは「家族」、 「友人・知人」の順になっている。 

・「70歳以上」では「家族」が一番多く、ついで「親類」  となっている。 

・前回との比較でも、「家族」(前回 80.2％）、ついで「友人・知人」(前回 46.4％）、「親類」

(前回 30.1％）とほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０．困ったときの相談相手（複数回答、％）

80.1

24.6

38.3

7.6

8.7

1.9

6.1

1.2

6.1

7.6

1.7

6.1

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

家　族

親　類

友人・知人

近所の人

職場の人

自治会役員、民生委員等

行政（市役所、警察など）

社会福祉協議会

福祉サービス事業所

病院・薬局の方

その他

特にない

不明

全　　体
(N= 423)
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72.7

9.1

60.6

-

6.1

-

-

-

3.0

-

9.1

6.1

-

0 20 40 60 80 100 

家 族

親 類

友人・知人

近所の人

職場の人

自治会役員、

民生委員等

行政（市役所、

警察など）

社会福祉協議会

福祉サービ

ス事業所

病院・薬局の方

その他

特にない

不明

問１０．困ったときの相談相手（複数回

答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

89.1

28.3

60.9

6.5

19.6

-

2.2

-

6.5

-

-

6.5

-

0 20 40 60 80 100 

家 族

親 類

友人・知人

近所の人

職場の人

自治会役員、

民生委員等

行政（市役所、

警察など）

社会福祉協議会

福祉サービ

ス事業所

病院・薬局の方

その他

特にない

不明

問１０．困ったときの相談相手（複

数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

87.9

31.0

53.4

6.9

19.0

-

5.2

-

1.7

6.9

-

5.2

1.7

0 20 40 60 80 100 

家 族

親 類

友人・知人

近所の人

職場の人

自治会役員、

民生委員等

行政（市役所、

警察など）

社会福祉協議会

福祉サービ

ス事業所

病院・薬局の方

その他

特にない

不明

問１０．困ったときの相談相手（複

数回答、％）４０歳代

４０歳代

(N=  58)
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86.8

31.6

40.8

3.9

18.4

2.6

9.2

-

7.9

5.3

-

3.9

-

0 20 40 60 80 100 

家 族

親 類

友人・知人

近所の人

職場の人

自治会役員、

民生委員等

行政（市役所、

警察など）

社会福祉協議会

福祉サービ

ス事業所

病院・薬局の方

その他

特にない

不明

問１０．困ったときの相談相手（複数回

答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

72.9

18.7

29.9

6.5

0.9

0.9

5.6

1.9

4.7

8.4

0.9

9.3

6.5

0 20 40 60 80 100 

家 族

親 類

友人・知人

近所の人

職場の人

自治会役員、

民生委員等

行政（市役所、

警察など）

社会福祉協議会

福祉サービ

ス事業所

病院・薬局の方

その他

特にない

不明

問１０．困ったときの相談相手（複

数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

76.7

25.2

19.4

14.6

-

4.9

8.7

2.9

9.7

14.6

2.9

4.9

1.9

0 20 40 60 80 100 

家 族

親 類

友人・知人

近所の人

職場の人

自治会役員、

民生委員等

行政（市役所、

警察など）

社会福祉協議会

福祉サービ

ス事業所

病院・薬局の方

その他

特にない

不明

問１０．困ったときの相談相手（複

数回答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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 問１１  あなたが必要とする福祉に係る情報は、どのように入手していますか。 

（いくつでも） 

 １．新聞・雑誌    ２．テレビ、ラジオなど   ３．インターネットで検索  

 ４．市の広報紙    ５．書籍      ６．国、北海道などのパンフレット  

 ７．専門家に直接相談           ８．体験者に直接相談  

 ９．サービスを提供する団体に直接相談   10．特に入手しない 

 

・福祉情報の入手先で一番多いものは「市の広報紙」（50.8％）、ついで「新聞・雑誌」（44.9

％）「テレビ、ラジオなど」 （36.2％）、 「インターネットで検索」 （23.2％）  となっ

ている。 

・「特に入手しない」は「30歳未満」で20.8％、 「30歳代」で12.2％と若い世代ほど回答率が

高くなっている。 

・「インターネットで検索」 は40歳代以下では30％以上の回答率があるのに対し、60歳代以上

では3.4％と、ほとんど回答がない。 

・前回との比較においてもほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１．福祉情報の入手先（複数回答、％）

44.9

36.2

23.2

50.8

3.8

8.0

6.9

6.9

5.9

14.7

4.0

0 10 20 30 40 50 60

新聞・雑誌

テレビ、ラジオなど

インターネットで検索

市の広報紙

書籍

国、北海道などのパンフレット

専門家に直接相談

体験者に直接相談

サービスを提供する団体に直接相談

特に入手しない

不　明

全　　体
(N= 423)
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35.8

37.7

32.1

28.3

7.5

1.9

1.9

-

5.7

20.8

1.9

0 20 40 60 80 

新聞・雑誌

テレビ、ラジオなど

インターネットで検索

市の広報紙

書籍

国、北海道などの

パンフレット

専門家に直接相談

体験者に直接相談

サービスを提供する

団体に直接相談

特に入手しない

不 明

問１１．福祉情報の入手先（複数回

答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

34.1

19.5

31.7

63.4

6.1

1.2

8.5

9.8

6.1

12.2

2.4

0 20 40 60 80 

新聞・雑誌

テレビ、ラジオなど

インターネットで検索

市の広報紙

書籍

国、北海道などの

パンフレット

専門家に直接相談

体験者に直接相談

サービスを提供する

団体に直接相談

特に入手しない

不 明

問１１．福祉情報の入手先（複数回

答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

41.5

36.9

33.8

52.3

4.6

7.7

12.3

4.6

15.4

10.8

1.5

0 20 40 60 80 

新聞・雑誌

テレビ、ラジオなど

インターネットで検索

市の広報紙

書籍

国、北海道などの

パンフレット

専門家に直接相談

体験者に直接相談

サービスを提供する

団体に直接相談

特に入手しない

不 明

問１１．福祉情報の入手先（複数回

答、％）４０歳代

４０歳代

(N=  58)
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58.5

43.4

18.9

63.2

4.7

8.5

5.7

5.7

9.4

12.3

0.9

0 20 40 60 80 

新聞・雑誌

テレビ、ラジオなど

インターネットで検索

市の広報紙

書籍

国、北海道などの

パンフレット

専門家に直接相談

体験者に直接相談

サービスを提供する

団体に直接相談

特に入手しない

不 明

問１１．福祉情報の入手先（複数回

答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

64.4

49.2

3.4

78.0

5.1

5.1

3.4

3.4

3.4

-

3.4

0 20 40 60 80 

新聞・雑誌

テレビ、ラジオなど

インターネットで検索

市の広報紙

書籍

国、北海道などの

パンフレット

専門家に直接相談

体験者に直接相談

サービスを提供する

団体に直接相談

特に入手しない

不 明

問１１．福祉情報の入手先（複数回

答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

64.4

52.5

3.4

62.7

11.9

8.5

5.1

1.7

6.8

1.7

5.1

0 20 40 60 80 

新聞・雑誌

テレビ、ラジオなど

インターネットで検索

市の広報紙

書籍

国、北海道などの

パンフレット

専門家に直接相談

体験者に直接相談

サービスを提供する

団体に直接相談

特に入手しない

不 明

問１１．福祉情報の入手先（複数回

答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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 問１２  あなたは、ふだん近所の人と、どの程度の付き合いをしていますか。（１つ） 

 １．親しく付き合っている        ２．気の合った人とは親しく 

 ３．立ち話をする程度          ４．顔が会えばあいさつ程度 

 ５．ほとんど付き合いはない 

 

・近所との付き合いは、「立ち話、あいさつ程度」が60.8％、「親しく計」が33.1％、「ほとん

ど付き合いはない」が4.7％となっている。 

・全体平均と比較すると、「親しく計」が「30歳未満」で15.2％、低く、「60歳代」、「70歳以

上」では４０％前後と割合が高くなっている。 

・「ほとんどない」が「30歳未満」で15.2％と多い。 

・前回との比較では、「立ち話、あいさつ程度」(前回 64.0％）、ついで「親しく計」(前回 29.4

％）とほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２．近所との付き合い(%)

33.1

31.5

33.7

15.2

23.9

29.3

19.7

39.3

48.5

33.2

30.8

60.8

64.3

58.7

69.7

71.7

65.5

78.9

53.3

44.7

61.1

62.8

4.7

3.6

5.6

15.2

4.3

5.2

1.3

3.7

4.9

4.2

5.1

-

親しく計 立ち話、あいさつ程度 ほとんどない

1.3

1.5

1.9

3.7

-

-

-

2.0

0.6

1.4

不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N= 423)

男

(N= 168)

女

(N= 252)

　３０歳未満

(N=  33)

　３０歳代

(N=  46)

　４０歳代

(N=  58)

　５０歳代

(N=  76)

　６０歳代

(N= 107)

　７０歳以上

(N= 103)

一戸建住宅

(N= 337)

共同住宅計

(N=  78)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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（２）回答者の地域活動 

 

 問１３  あなたは、参加している地域活動はありますか。（いくつでも） 

 １．町内会・自治会活動   ２．ＰＴＡ活動     ３．婦人会活動  

 ４．子ども会活動      ５．老人クラブ活動   ６．趣味のサークル活動 

 ７．その他の活動（              ）  ８．参加していない 

 

・参加している地域活動は、「町内会・自治会活動」（35.9％）が一番多く、ついで「趣味のサ

ークル活動」（15.1％）、「ＰＴＡ活動」（6.1％）となっている。 

・「参加していない」 は47.3％で、1番回答が多い。 

・年代別にみると、「30歳未満」では「参加していない」が75.5％と多い。 「30歳代」以降で

は「町内会自治会活動」の回答が多く、「60歳代」、「70歳以上」では「趣味のサークル」の

回答も多くなっている。 

・前回との比較においても、全体、年代別ともにほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３．参加している地域活動（複数回答、％）

35.9

6.6

0.9

4.5

1.9

14.8

4.0

36.9

3.8

0 10 20 30 40

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動

婦人会活動

子ども会活動

老人クラブ活動

趣味のサークル活動

その他の活動

参加していない

不　明

全　　体
(N= 423)
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12.1

-

-

1.9

-

3.8

-

75.5

5.7

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動

婦人会活動

子ども会活動

老人クラブ活動

趣味のサークル活動

その他の活動

参加していない

不 明

問１３．参加している地域活動（複数回

答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

34.8

19.5

1.2

13.4

-

4.9

1.2

37.8

3.7

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動

婦人会活動

子ども会活動

老人クラブ活動

趣味のサークル活動

その他の活動

参加していない

不 明

問１３．参加している地域活動（複

数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

46.6

18.5

1.5

7.7

-

13.8

1.5

30.8

1.5

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動

婦人会活動

子ども会活動

老人クラブ活動

趣味のサークル活動

その他の活動

参加していない

不 明

問１３．参加している地域活動（複

数回答、％）４０歳代

４０歳代

(N=  58)

34.2

-

-

1.9

0.9

16.0

6.6

29.2

2.8

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動

婦人会活動

子ども会活動

老人クラブ活動

趣味のサークル活動

その他の活動

参加していない

不 明

問１３．参加している地域活動（複数回

答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

39.3

-

-

-

1.7

27.1

6.8

30.5

5.1

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動

婦人会活動

子ども会活動

老人クラブ活動

趣味のサークル活動

その他の活動

参加していない

不 明

問１３．参加している地域活動（複

数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

35.9

-

3.4

-

10.2

25.4

6.8

27.1

5.1

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動

婦人会活動

子ども会活動

老人クラブ活動

趣味のサークル活動

その他の活動

参加していない

不 明

問１３．参加している地域活動（複

数回答、％） ７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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問１４  問１３で、地域活動に参加していると答えた方におうかがいします。 

主な地域活動への参加状況はどの程度ですか。（１つ） 

 １．よく参加している          ２．ときどき参加している  

 ３．年に数回は参加している       ４．ほとんど参加していない  

  

・地域活動の参加状況は、「ほとんど参加していない」が53.0％、「参加している計」が31.9

％、「年に数回は参加」が13.2％となっている。 

・全体平均と比較すると、「30歳未満」では「参加していない計」（87.9％）が多く、「60歳代」

以降では「参加している計」が全体より多くなっている。 

・前回との比較では、「参加していない計」(前回 38.1％）が14.9％増加しており、「参加して

いる計」(前回 37.2％）が5.3％減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４．地域活動への参加状況(%)

31.9

33.9

30.6

9.1

21.7

34.5

30.3

35.5

39.8

34.7

23.1

13.2

14.9

-

20.7

5.3

15.9

11.5

53.0

47.6

56.3

87.9

58.7

44.8

63.2

45.8

43.7

49.6

64.1

1.9

3.6

0.8

3.0

-

1.3

2.9

2.1

1.3

参加している計

13.6

13.6

19.6

12.3

年に数回は参加 参加していない

-

2.8

不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N= 423)

男

(N= 168)

女

(N= 252)

　３０歳未満

(N=  33)

　３０歳代

(N=  46)

　４０歳代

(N=  58)

　５０歳代

(N=  76)

　６０歳代

(N= 107)

　７０歳以上

(N= 103)

一戸建住宅

(N= 337)

共同住宅計

(N=  78)
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問１５  あなた自身が病気や事故で日常生活が不便になったり、不安になったとき、地 

域の住民に手伝ってほしいと思うことには、どのようなことがありますか。（いくつでも） 

 １．道ばたでの声かけ          ２．買い物や外出の手伝い  

 ２．訪問しての安否確認         ４．話し相手 

５．身の周りの簡単な世話（調理、電球の交換、重い物の移動など） 

 ６．ごみ出し              ７．除雪などの手伝い 

 ８．自治会、民生委員等への取り次ぎ   ９．親類への連絡、取り次ぎ 

 10．役所、福祉団体等への相談       

11．その他（                         ） 

 12．特になし 

 

・地域住民に手伝ってほしいと思うことは、 「除雪などの手伝い」 （47.5％）が一番多く、 

ついで「買い物や外出の手伝い」 （28.4％）、 「特にない」 （23.2％）  となっている。 

・年代別にみると、「30歳未満」「30歳代」「40歳代」では「除雪などの手伝い」、「買い物や

外出の手伝い」が平均より高くなっている。 

・「60歳代」では「特になし」 （32.7％）が平均より高くなっている。 

・「70歳以上」では「訪問して安否確認」 （18.4％）「身の回りの簡単な世話」 （23.3％）が

多い。  

・前回との比較では、「除雪などの手伝い」(前回 48.5％）、「買い物や外出の手伝い」(前回

23.8％）とほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５．地域住民に手伝ってほしいこと（複数回答、％）

13.2

28.4

9.9

13.0

17.0

16.8

47.5

8.5

7.8

16.3

2.6

23.2

5.2

0 10 20 30 40 50

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

訪問しての安否確認

話し相手

身の回りの簡単な世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員等への取り次ぎ

親類への連絡、取り次ぎ

役所、福祉団体等への相談

その他

特になし

不　明

全　　体
(N= 423)
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12.1

33.3

-

12.1

15.2

24.2

-

3.0

9.1

3.0

24.2

-

0  2 0  4 0  6 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

訪問しての安否確認

話し相手

身の回りの簡単な世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員等

への取り次ぎ

親類への連絡、

取り次ぎ

役所、福祉団体等

への相談

その他

特になし

不 明

問１５．地域住民に手伝ってほしいこと

（複数回答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

19.6

41.3

10.9

13.0

19.6

15.2

56.5

13.0

19.6

23.9

4.3

13.0

-

0 20 40 60 

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

訪問しての安否確認

話し相手

身の回りの簡単な世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員等

への取り次ぎ

親類への連絡、

取り次ぎ

役所、福祉団体等

への相談

その他

特になし

不 明

問１５．地域住民に手伝ってほしい

こと（複数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

17.2

37.9

5.2

17.2

13.8

20.7

56.9

5.2

-

10.3

5.2

20.7

3.4

0  2 0  4 0  6 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

訪問しての安否確認

話し相手

身の回りの簡単な世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員等

への取り次ぎ

親類への連絡、

取り次ぎ

役所、福祉団体等

への相談

その他

特になし

不 明

問１５．地域住民に手伝ってほしい

こと（複数回答、％）４０歳代

４０歳代

(N=  58)
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13.2

21.1

9.2

14.5

18.4

13.2

48.7

10.5

1.3

11.8

1.3

25.0

2.6

0  2 0  4 0  6 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

訪問しての安否確認

話し相手

身の回りの簡単な世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員等

への取り次ぎ

親類への連絡、

取り次ぎ

役所、福祉団体等

への相談

その他

特になし

不 明

問１５．地域住民に手伝ってほしいこと

（複数回答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

10.3

19.6

7.5

11.2

11.2

13.1

36.4

5.6

6.5

15.0

-

32.7

7.5

0  2 0  4 0  6 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

訪問しての安否確認

話し相手

身の回りの簡単な世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員等

への取り次ぎ

親類への連絡、

取り次ぎ

役所、福祉団体等

への相談

その他

特になし

不 明

問１５．地域住民に手伝ってほしい

こと（複数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

11.7

30.1

18.4

11.7

23.3

19.4

44.7

12.6

14.6

23.3

3.9

17.5

9.7

0  2 0  4 0  6 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外出の手伝い

訪問しての安否確認

話し相手

身の回りの簡単な世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員等

への取り次ぎ

親類への連絡、

取り次ぎ

役所、福祉団体等

への相談

その他

特になし

不 明

問１５．地域住民に手伝ってほしい

こと（複数回答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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 問１６  あなた自身が、地域にお住まいの高齢者や障がい者、子育て中の家族、母親や 

地域の子ども達にしてあげられることには、どのようなことがありますか。（いくつでも） 

 １．道ばたでの声かけ          ２．買い物や外出の手伝い  

 ３．お宅を訪問しての安否確認      ４．話し相手 

５．身の周りの簡単な世話（調理、電球の交換、重い物の移動など） 

 ６．ごみ出し              ７．除雪などの手伝い  

  ８．自治会、民生委員等への取り次ぎ   ９．親類への連絡、取り次ぎ  

 10．役所、福祉団体等への相談      11．非行への注意、監視 

 12．地域の防犯パトロール        13．道路や空地の清掃、美化 

 14．危険箇所の調査、撤去        15. 空き地、空き家の監視 

 16. その他（                         ） 

17．特になし 

 

・自分がしてあげられる地域活動は「道ばたでの声かけ」 （58.6％）が一番多く、ついで 

「話し相手」 （28.4％）、「除雪などの手伝い」 （27.9％）、「ごみ出し」 （19.9％）      

「道路や空地の清掃、美化」 （19.6％）、  となっている。 

・前回との比較では「話し相手」(前回 13.4%）が大きく増加している。他はほぼ同様となって

いる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６．自分がしてあげられる地域活動（複数回答、％）

58.6

16.1

16.5

28.4

11.1

19.9

27.9

13.2

8.7

10.2

8.3

10.6

19.6

4.0

6.9

2.6

12.5

5.4
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道ばたでの声かけ

買い物や外
出の手伝い

お宅を訪問し
ての相談相手

話し相手

身の
回りのお世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員
等への取り次ぎ

親類への連
絡、取り次ぎ

役所、福祉団体
等への相談

非行への注意、監視

地域の防犯
パトロール

道路や空地
の清掃、美化

危険箇所の
調査、撤去

空き地、空
き家の監視

その他

特になし

不　明

全　　体
(N= 423)
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・全体平均と比較すると、 「30歳未満」では「除雪などの手伝い」（51.5％）の回答が多い。 

「50歳代」は「道ばた声かけ」 （71.1％）が多く、「70歳以上」では「道ばたでの声かけ」（11.7

％）、「除雪などの手伝い」（44.7％）など、平均より少ないものが多く、 「特になし」 （17.5

％）が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.5

9.1

3.0

24.2

15.2

24.2

51.5

-

3.0

3.0

3.0

3.0

9.1

-

3.0

6.1

6.1

-

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外

出の手伝い

お宅を訪問し

ての相談相手

話し相手

身の

回りのお世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員

等への取り次ぎ

親類への連

絡、取り次ぎ

役所、福祉団体

等への相談

非行への注意、監視

地域の防犯

パトロール

道路や空地

の清掃、美化

危険箇所の

調査、撤去

空き地、空

き家の監視

その他

特になし

不 明

問１６．自分がしてあげられる地域活動

（複数回答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

65.2

19.6

17.4

30.4

15.2

30.4

34.8

8.7

10.9

6.5

6.5

15.2

28.3

8.7

10.9

2.2

10.9

2.2

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外

出の手伝い

お宅を訪問し

ての相談相手

話し相手

身の

回りのお世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員

等への取り次ぎ

親類への連

絡、取り次ぎ

役所、福祉団体

等への相談

非行への注意、監視

地域の防犯

パトロール

道路や空地

の清掃、美化

危険箇所の

調査、撤去

空き地、空

き家の監視

その他

特になし

不 明

問１６．自分がしてあげられる地域

活動（複数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

69.0

20.7

19.0

32.8

15.5

22.4

41.4

10.3

13.8

12.1

13.8

13.8

19.0

3.4

5.2

3.4

10.3

1.7

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外

出の手伝い

お宅を訪問し

ての相談相手

話し相手

身の

回りのお世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員

等への取り次ぎ

親類への連

絡、取り次ぎ

役所、福祉団体

等への相談

非行への注意、監視

地域の防犯

パトロール

道路や空地

の清掃、美化

危険箇所の

調査、撤去

空き地、空

き家の監視

その他

特になし

不 明

問１６．自分がしてあげられる地域

活動（複数回答、％）４０歳代

４０歳代

(N=  58)
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71.1

17.1

21.1

31.6

9.2

18.4

34.2

10.5

6.6

6.6

14.5

15.8

23.7

3.9

6.6

2.6

9.2

1.3

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外

出の手伝い

お宅を訪問し

ての相談相手

話し相手

身の

回りのお世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員

等への取り次ぎ

親類への連

絡、取り次ぎ

役所、福祉団体

等への相談

非行への注意、監視

地域の防犯

パトロール

道路や空地

の清掃、美化

危険箇所の

調査、撤去

空き地、空

き家の監視

その他

特になし

不 明

問１６．自分がしてあげられる地域活動

（複数回答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

53.3

16.8

15.9

27.1

7.5

24.3

18.7

15.9

7.5

9.3

8.4

8.4

21.5

2.8

8.4

1.9

14.0

6.5

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外

出の手伝い

お宅を訪問し

ての相談相手

話し相手

身の

回りのお世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員

等への取り次ぎ

親類への連

絡、取り次ぎ

役所、福祉団体

等への相談

非行への注意、監視

地域の防犯

パトロール

道路や空地

の清掃、美化

危険箇所の

調査、撤去

空き地、空

き家の監視

その他

特になし

不 明

問１６．自分がしてあげられる地域

活動（複数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

47.6

12.6

16.5

25.2

10.7

8.7

14.6

20.4

9.7

16.5

2.9

7.8

14.6

4.9

5.8

1.9

17.5

12.6

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

道ばたでの声かけ

買い物や外

出の手伝い

お宅を訪問し

ての相談相手

話し相手

身の

回りのお世話

ごみ出し

除雪などの手伝い

自治会、民生委員

等への取り次ぎ

親類への連

絡、取り次ぎ

役所、福祉団体

等への相談

非行への注意、監視

地域の防犯

パトロール

道路や空地

の清掃、美化

危険箇所の

調査、撤去

空き地、空

き家の監視

その他

特になし

不 明

問１６．自分がしてあげられる地域

活動（複数回答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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 問１７  地域活動を活発にするには、どのようなことが効果があると思いますか。 

（いくつでも） 

 １．町内会・自治会主催の活動への参加 

 ２．地域を会場とした地域活動への参加 

 ３．住民自身による地域活動の運営   

 ４．行政主催の行事への参加 

 ５．その他（                         ） 

 ６．わからない 

 

・地域活動を活発化させるには、 「町内会・自治会主催の活動への参加」 （44.4％）が一番 

多く、ついで「地域を会場とした地域活動への参加」 （32.9％）、 「住民自身による地域活

動の運営」 （22.2％）  となっており、 「わからない」 は26.5％となっている。 

・年代別にみると、 「30歳未満」では「地域を会場とした地域活動への参加」 （42.4％）が一

番多い。 

・「60歳代」「70歳以上」では「地域を会場とした地域活動への参加」が平均より少ない。 

・「70歳以上」では「わからない」が18.4％と少なく、 「不明」が17.5％と多くなっている。 

・前回との比較でもほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１７．地域活動を活発化させる方策（複数回答、％）

44.4

32.9

22.2
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26.5
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

町内会・自治会主催
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行政主催の
行事への参加

その他

わからない

不　明

全　　体
(N= 423)
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24.2

42.4

27.3

15.2

-

33.3

3.0

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会主催

の活動への参加

地域を会場とした

地域活動への参加

住民自身による

地域活動の運営

行政主催の

行事への参加

その他

わからない

不 明

問１７．地域活動を活発化させる方策

（複数回答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

37.0

39.1

23.9

15.2

-

39.1

-

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会主催

の活動への参加

地域を会場とした

地域活動への参加

住民自身による

地域活動の運営

行政主催の

行事への参加

その他

わからない

不 明

問１７．地域活動を活発化させる方

策（複数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

44.8

39.7

10.3

19.0

-

29.3

1.7

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会主催

の活動への参加

地域を会場とした

地域活動への参加

住民自身による

地域活動の運営

行政主催の

行事への参加

その他

わからない

不 明

問１７．地域活動を活発化させる方

策（複数回答、％）４０歳代

４０歳代

(N=  58)

43.4

35.5

26.3

11.8

1.3

25.0

3.9

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会主催

の活動への参加

地域を会場とした

地域活動への参加

住民自身による

地域活動の運営

行政主催の

行事への参加

その他

わからない

不 明

問１７．地域活動を活発化させる方策

（複数回答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

45.8

27.1

26.2

15.0

0.9

26.2

9.3

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会主催

の活動への参加

地域を会場とした

地域活動への参加

住民自身による

地域活動の運営

行政主催の

行事への参加

その他

わからない

不 明

問１７．地域活動を活発化させる方

策（複数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

53.4

27.2

19.4

19.4

2.9

18.4

17.5

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

町内会・自治会主催

の活動への参加

地域を会場とした

地域活動への参加

住民自身による

地域活動の運営

行政主催の

行事への参加

その他

わからない

不 明

問１７．地域活動を活発化させる方

策（複数回答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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問１８  地域活動を進めるうえで必要なことは、どのようなことだと思いますか。 

                                 （いくつでも） 

 １．中心になって活動する人を育てる   ２．地域住民の理解 

 ３．活動資金の確保           ４．必要な情報の収集と提供 

 ５．人のつながり、ネットワーク     ６．行政からの支援    

 ７．その他（                        ） 

  ８．わからない 

 

・地域活動を進める上で必要なことは「地域住民の理解」 （48.0％）が一番多く、ついで「人

のつながりネットワーク」 （47.3％）、 「中心になって活動する人を育てる」（40.2％）、

「行政からの支援」 （34.5％）となっている。 

・「30歳未満」では「人とのつながり、ネットワーク」（63.8％）、「地域住民の理解」（62.2

％）が平均より高い 

・「30歳代」では「地域住民の理解」（67.4％）が一番多くなっている。 

・「60歳代」では「中心になって活動する人を育てる」（46.7％）が多く、「人とのつながり、

ネットワーク」（37.4％） は少なくなっている。 

・「70歳以上」は「人とのつながり、ネットワーク」（32.0％）が少なくなっている。 

・前回との比較では、「人のつながり、ネットワーク」(前回 55.1％）、「地域住民の理解」(前

回 51.3％）とほぼ同様となっている。「30歳未満」で「必要な情報の収集と提供」(前回 11.3

％）が25％増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８．地域活動を進める上で必要なこと（複数回答、％）
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21.2

51.5

18.2

36.4

63.6

30.3

3.0

12.1

3.0

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

中心になって活動

する人を育てる

地域住民の理解

活動資金の確保

必要な情報の

収集と提供

人のつながり、

ネットワーク

行政からの支援

その他

わからない

不 明

問１８．地域活動を進める上で必要なこ

と（複数回答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

39.1

67.4

39.1

39.1

50.0

34.8

4.3

4.3

2.2

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

中心になって活動

する人を育てる

地域住民の理解

活動資金の確保

必要な情報の

収集と提供

人のつながり、

ネットワーク

行政からの支援

その他

わからない

不 明

問１８．地域活動を進める上で必要

なこと（複数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

43.1

48.3

39.7

32.8

60.3

44.8

-

8.6

1.7

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

中心になって活動

する人を育てる

地域住民の理解

活動資金の確保

必要な情報の

収集と提供

人のつながり、

ネットワーク

行政からの支援

その他

わからない

不 明

問１８．地域活動を進める上で必

要なこと（複数回答、％） ４０歳代

４０歳代

(N=  58)

35.5

47.4

25.0

36.8

63.2

31.6

-

3.9

2.6

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

中心になって活動

する人を育てる

地域住民の理解

活動資金の確保

必要な情報の

収集と提供

人のつながり、

ネットワーク

行政からの支援

その他

わからない

不 明

問１８．地域活動を進める上で必要なこ

と（複数回答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

46.7

43.9

18.7

29.9

37.4

27.1

0.9

9.3

11.2

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

中心になって活動

する人を育てる

地域住民の理解

活動資金の確保

必要な情報の

収集と提供

人のつながり、

ネットワーク

行政からの支援

その他

わからない

不 明

問１８．地域活動を進める上で必要

なこと（複数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

41.7

42.7

19.4

27.2

32.0

39.8

-

10.7

9.7

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

中心になって活動

する人を育てる

地域住民の理解

活動資金の確保

必要な情報の

収集と提供

人のつながり、

ネットワーク

行政からの支援

その他

わからない

不 明

問１８．地域活動を進める上で必

要なこと（複数回答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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４．ボランティア活動 

 

（１）ボランティア活動への参加 

 

問１９  ボランティア活動に参加していますか。（１つ） 

 １．現在活動に参加している               →問２０、問２１へ 

 ２．以前活動に参加したことがあるが、現在はしていない  →問２０、問２１へ 

 ３．活動に参加したことがない              →問２２、問２３へ 

 

・ボランティア活動の参加については、全体では「参加したことがない」（74.2％）が一番多

く、「以前参加」（15.1％）、「現在参加」（9.0％）の順になっている。 

・「30歳未満」では「参加したことない」（54.5％）が平均より低く、「以前参加」(45.5％)

が平均より高い。 

・「30歳代」「50歳代」で「参加したことない」が多くなっている。 

・「70歳以上」で、「参加したことない」(64.1％)が多く、「現在参加」（14.5％）は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９．ボランティア活動の参加(%)
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以前参加 参加したことない
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4.9
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不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N= 423)

男

(N= 168)

女

(N= 252)

　３０歳未満

(N=  33)

　３０歳代

(N=  46)

　４０歳代

(N=  58)

　５０歳代

(N=  76)

　６０歳代

(N= 107)

　７０歳以上

(N= 103)

一戸建住宅

(N= 337)

共同住宅計

(N=  78)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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問２０  問１９でボランティア活動に参加している、または以前参加したことがあると答

えた方におうかがいします。 

それはどのような活動ですか。（いくつでも） 

 １．地域における子育て支援活動     ２．障がいのある方への援助 

 ３．高齢者に対する援助         ４．保健・医療に関する活動 

 ５．青少年の健全育成に関する活動    ６．国際交流に関する活動 

 ７．自然や環境保護に関する活動     ８．まちづくりに関する活動 

 ９．地域で行う防災活動         10．地域で行う防犯活動 

 11．スポーツ・文化・レクリエーションに関する活動 

 12．その他の活動（                      ） 

 

・ボランティア活動の内容としては、「高齢者に対する援助」（30.4％）が一番多く、次いで

「スポーツ・文化・レクリエーションに関する活動」（28.4％）、「障害のある方への援助」

（22.5％）の順になっている。 

・「30歳未満」「30歳代」は「障がいのある方への援助」、「高齢者に対する援助」が多く、

「40歳代」は「地域における子育て支援活動」、「50歳代」、「60歳代」は「スポーツ・文 

化・レクリエーションに関する活動」、「70歳以降」は「高齢者に対する援助」が多くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０．ボランティア活動の内容（複数回答、％）

13.7

22.5

30.4
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地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・
レクリエーションに

関する活動

その他の活動

不　明

全　　体
(N= 102)
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26.7

33.3

-

13.3

-
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6.7
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まちづくりに関する活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不 明

問２０．ボランティア活動の内容（複数回

答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  15)

33.3

50.0

33.3

-

16.7

-

16.7

16.7
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-
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-

0 20 40 60 80 100 
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活動
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地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不 明

問２０．ボランティア活動の内容（複

数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=   6)

46.2

23.1

23.1

-

7.7

15.4

7.7

23.1

-

7.7

15.4

23.1

7.7
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自然や環境保護に関す

る

活動

まちづくりに関する活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不 明

問２０．ボランティア活動の内容（複

数回答、％） ４０歳代

４０歳代

(N=  13)
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地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不 明

問２０．ボランティア活動の内容（複数回

答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  12)

4.2

12.5

29.2

8.3

16.7

-

20.8

8.3
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41.7
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-
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スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不 明

問２０．ボランティア活動の内容（複

数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N=  24)

9.4

25.0

34.4

6.3

25.0

6.3

6.3

9.4

12.5

18.8

25.0

12.5

3.1
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関する活動

その他の活動

不 明

問２０．ボランティア活動の内容（複

数回答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N=  32)
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問２１  問１９でボランティア活動に参加している、または以前参加したことがあると答

えた方におうかがいします。 

ボランティア活動を広げるためにはどのようなことが必要でしょうか。（いくつでも） 

 １．学校教育の一環としてボランティア活動を活発に行う 

 ２．ボランティアに経済的負担がかからないように交通費などの実費を援助する 

 ３．ボランティアとボランティアを必要とする人を結ぶ仕組みを拡充する 

 ４．企業などがボランティア休暇を認めるなど特別な配慮をする 

 ５．ボランティア活動に関する相談や活動の拠点となる場所を提供する        

６．地域でのボランティア活動を充実する 

 ７．ボランティアについての普及啓発（積極的な呼びかけ）を行う 

 ８．ボランティア活動に関する研修会や講習会を開催する 

 ９．その他（                        ） 

 

・ボランティア活動を広げるために必要なこととしては、「学校教育の一環としてボランティ

ア活動を活発に行う」、「ボランティアとボランティアを必要とする人を結ぶ仕組みを拡充す

る」ともに 47.1％と一番多く、次に「ボランティアに経済的負担がかからないように交通費な

どの実費を援助する」（40.2％）となっている。 

・「30歳未満」「50歳代」は「学校教育の一環としてボランティア活動を活発に行う」が多く、

「30歳代」、「40歳代」、「60歳代」は「ボランティアとボランティアを必要とする人を結ぶ

仕組みを拡充する」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２１．ボランティア活動を広げるために必要なこと（複数回答、％）
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実費を援助する
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必要とする人を結ぶ仕組みを

拡充する

企業などがボランティア休暇を
認めるなど特別な配慮をする

ボランティア活動に関する相談や
活動の拠点となる場所を提供する

地域でのボランティア活動を
充実する

ボランティアについての
普及啓発（積極的な呼びかけ）を行う

ボランティア活動に関する
研修会や講習会を開催する

その他

不　明　

全　　体
(N= 102)
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問２１．ボランティア活動を広げるた

めに必要なこと（複数回答、％）３０

歳未満

66.7

46.7

60.0

20.0

26.7

20.0

20.0

6.7

-

-
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学校教育の一環として
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活発に行う
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負担がかからないように

交通費などの実費を

援助する

ボランティアと

ボランティアを必要とする

人を結ぶ仕組みを

拡充する

企業などがボランティア

休暇を認めるなど

特別な配慮をする

ボランティア活動に関する

相談や活動の拠点となる

場所を提供する

地域でのボランティア

活動を充実する

ボランティアについての

普及啓発（積極的な

呼びかけ）を行う

ボランティア活動に関する

研修会や講習会を開催する

その他

不　明　

　３０歳未満

(N=  15)

問２１．ボランティア活動を広げ

るために必要なこと（複数回

答、％）　　３０歳代

50.0

50.0

83.3

33.3

66.7

33.3

16.7

50.0

16.7

-

0 20 40 60 80

100

学校教育の一環として

ボランティア活動を

活発に行う

ボランティアに経済的

負担がかからないように

交通費などの実費を

援助する

ボランティアと

ボランティアを必要とする

人を結ぶ仕組みを

拡充する

企業などがボランティア

休暇を認めるなど

特別な配慮をする

ボランティア活動に関する

相談や活動の拠点となる

場所を提供する

地域でのボランティア

活動を充実する

ボランティアについての

普及啓発（積極的な

呼びかけ）を行う

ボランティア活動に関する

研修会や講習会を開催する

その他

不　明　

　３０歳代

(N=   6)

問２１．ボランティア活動を広げ

るために必要なこと（複数回

答、％）４０歳代

53.8

46.2

69.2

15.4

15.4

7.7

23.1

15.4

-

-

0 20 40 60 80

100

学校教育の一環として

ボランティア活動を
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ボランティアを必要とする

人を結ぶ仕組みを

拡充する

企業などがボランティア

休暇を認めるなど

特別な配慮をする

ボランティア活動に関する

相談や活動の拠点となる

場所を提供する

地域でのボランティア

活動を充実する

ボランティアについての

普及啓発（積極的な

呼びかけ）を行う

ボランティア活動に関する

研修会や講習会を開催する

その他

不　明　

　４０歳代

(N=  13)
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問２１．ボランティア活動を広げるた

めに必要なこと（複数回答、％）５０

歳代

66.7

50.0

33.3

8.3

16.7

16.7

16.7

25.0

-

8.3

0 20 40 60 80 100

学校教育の一環として

ボランティア活動を

活発に行う

ボランティアに経済的

負担がかからないように

交通費などの実費を

援助する

ボランティアと

ボランティアを必要とする

人を結ぶ仕組みを

拡充する

企業などがボランティア

休暇を認めるなど

特別な配慮をする

ボランティア活動に関する

相談や活動の拠点となる

場所を提供する

地域でのボランティア

活動を充実する

ボランティアについての

普及啓発（積極的な

呼びかけ）を行う

ボランティア活動に関する

研修会や講習会を開催する

その他

不　明　

　５０歳代

(N=  12)

問２１．ボランティア活動を広げ

るために必要なこと（複数回

答、％）　　６０歳代

41.7

33.3

50.0

20.8

37.5

41.7

12.5

29.2

4.2

4.2
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100

学校教育の一環として

ボランティア活動を

活発に行う

ボランティアに経済的

負担がかからないように

交通費などの実費を

援助する

ボランティアと

ボランティアを必要とする

人を結ぶ仕組みを

拡充する

企業などがボランティア

休暇を認めるなど

特別な配慮をする

ボランティア活動に関する

相談や活動の拠点となる

場所を提供する

地域でのボランティア

活動を充実する

ボランティアについての

普及啓発（積極的な

呼びかけ）を行う

ボランティア活動に関する

研修会や講習会を開催する

その他

不　明　

　６０歳代

(N=  24)

問２１．ボランティア活動を広げ

るために必要なこと（複数回

答、％）７０歳以上

31.3

34.4

28.1

-

12.5

31.3

34.4

21.9

9.4

12.5
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100

学校教育の一環として

ボランティア活動を

活発に行う

ボランティアに経済的

負担がかからないように

交通費などの実費を

援助する

ボランティアと

ボランティアを必要とする

人を結ぶ仕組みを

拡充する

企業などがボランティア

休暇を認めるなど

特別な配慮をする

ボランティア活動に関する

相談や活動の拠点となる

場所を提供する

地域でのボランティア

活動を充実する

ボランティアについての

普及啓発（積極的な

呼びかけ）を行う

ボランティア活動に関する

研修会や講習会を開催する

その他

不　明　

　７０歳以上

(N=  32)
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問２２  問１９でボランティア活動に参加したことがないと答えた方におうかがいしま

す。 

今後、ボランティア活動に参加したいと思いますか。（１つ） 

 １．ぜひ参加したい           

 ２．できれば参加したい 

 ３．あまり参加したいとは思わない    

 ４．まったく参加したいとは思わない 

 ５．わからない 

 

・ボランティア活動への参加意志については、全体で「参加したい計」が（35.0％）ともっと

も多く、次いで「参加したくない計」（32.2％）、「わからない」（26.1％）の順になってい

る。 

・「参加したい計」は「30 歳代」「50 歳代」で多く、「参加したくない計」は「30 歳未満」

「60歳代」「70歳以上」で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２２．ボランティア活動への参加意志(%)
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33.3
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参加したくない計 わからない 不　明
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　３０歳代
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　４０歳代

(N=  44)

　５０歳代

(N=  64)

　６０歳代

(N=  83)

　７０歳以上

(N=  66)

一戸建住宅

(N= 249)

共同住宅計

(N=  58)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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問２３  問１９でボランティア活動に参加したことがないと答えた方におうかがいし

ます。 

参加していない、できない理由としてはどのようなものがありますか。（いくつでも） 

 １．仕事や家事が忙しく時間が取れない  ２．家族や職場の理解が得られない 

 ３．興味の持てる活動がない       ４．活動のための費用がない 

５．活動のための資格、技術がない    ６．健康に自信がない 

 ７．身近に活動グループや仲間がいない  ８．ボランティア活動はしたくない 

 ９．活動したい気持ちはあるがきっかけがつかめない 

 10．小さな子どもや介護を必要とする家族がいる 

 11．そのような活動は本来行政がやるべきものだと思うから 

 12．参加したいがどこへ行ったらよいかわからない 

 13．その他（                     ） 

 

・参加していない、できない理由としては、「仕事や家事が忙しく時間が取れない」（43.3％）

がもっとも多く,次いで「健康に自信がない」（27.1％）、「活動したい気持ちはあるがきっ

かけがつかめない」（22.0％）の順になっている。 

・「30歳未満」「30歳代」「40歳代」「50歳代」ともに「仕事や家事が忙しく時間が取れな

い」が一番多く、次いで「活動したい気持ちはあるがきっかけがつかめない」となっている。 

・「70歳以降」は「健康に自信がない」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３．参加していない、できない理由（複数回答、％）

43.3

1.9

8.9

8.0

13.7

27.1

13.4

2.5

22.0

10.8

3.2

11.5

7.0

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

仕事や家事が忙しく時間が取れない

家族や職場の理解が得られない

興味の持てる活動がない

活動のための費用がない

活動のための資格、技術がない

健康に自信がない

身近に活動グループや仲間がいない

ボランティア活動はしたくない

活動したい気持ちはあるが
きっかけがつかめない

小さな子どもや介護を
必要とする家族がいる

そのような活動は本来行政が
やるべきものだと思うから

参加したいがどこへ
行ったらよいかわからない

その他

不　明

全　　体
(N= 314)
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問２３．参加していない、できない理

由（複数回答、％）３０歳未満

61.1

-

11.1

22.2

16.7

-

22.2

5.6

22.2

16.7

5.6

16.7

5.6

-

0 20 40 60 80 100

仕事や家事が忙しく

時間が取れない

家族や職場の理解が

得られない

興味の持てる

活動がない

活動のための

費用がない

活動のための資格、

技術がない

健康に自信がない

身近に活動グループや

仲間がいない

ボランティア活動は

したくない

活動したい気持ちは

あるがきっかけが

つかめない

小さな子どもや介護を

必要とする家族がいる

そのような活動は

本来行政がやるべき

ものだと思うから

参加したいがどこへ

行ったらよいか

わからない

その他

不　明

　３０歳未満

(N=  18)

問２３．参加していない、できな

い理由（複数回答、％）３０歳代

59.0

2.6

12.8

15.4

15.4

15.4

7.7

2.6

25.6

25.6

5.1

15.4

5.1

2.6

0 20 40 60 80 100

仕事や家事が忙しく

時間が取れない

家族や職場の理解が

得られない

興味の持てる

活動がない

活動のための

費用がない

活動のための資格、

技術がない

健康に自信がない

身近に活動グループや

仲間がいない

ボランティア活動は

したくない

活動したい気持ちは

あるがきっかけが

つかめない

小さな子どもや介護を

必要とする家族がいる

そのような活動は

本来行政がやるべき

ものだと思うから

参加したいがどこへ

行ったらよいか

わからない

その他

不　明

　３０歳代

(N=  39)

問２３．参加していない、できな

い理由（複数回答、％）４０歳代

72.7

6.8

13.6

13.6

11.4

6.8

18.2

2.3

25.0

20.5

2.3

13.6

2.3

-

0 20 40 60 80 100

仕事や家事が忙しく

時間が取れない

家族や職場の理解が

得られない

興味の持てる

活動がない

活動のための

費用がない

活動のための資格、

技術がない

健康に自信がない

身近に活動グループや

仲間がいない

ボランティア活動は

したくない

活動したい気持ちは

あるがきっかけが

つかめない

小さな子どもや介護を

必要とする家族がいる

そのような活動は

本来行政がやるべき

ものだと思うから

参加したいがどこへ

行ったらよいか

わからない

その他

不　明

　４０歳代

(N=  44)
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問２３．参加していない、できない理

由（複数回答、％）　５０歳代

68.8

1.6

12.5

4.7

12.5

20.3

10.9

1.6

23.4

7.8

1.6

12.5

1.6

-

0 20 40 60 80 100

仕事や家事が忙しく

時間が取れない

家族や職場の理解が

得られない

興味の持てる

活動がない

活動のための

費用がない

活動のための資格、

技術がない

健康に自信がない

身近に活動グループや

仲間がいない

ボランティア活動は

したくない

活動したい気持ちは

あるがきっかけが

つかめない

小さな子どもや介護を

必要とする家族がいる

そのような活動は

本来行政がやるべき

ものだと思うから

参加したいがどこへ

行ったらよいか

わからない

その他

不　明

　５０歳代

(N=  64)

問２３．参加していない、できな

い理由（複数回答、％）６０歳代

26.5

1.2

2.4

4.8

10.8

22.9

14.5

3.6

25.3

3.6

3.6

13.3

10.8

8.4

0 20 40 60 80 100

仕事や家事が忙しく

時間が取れない

家族や職場の理解が

得られない

興味の持てる

活動がない

活動のための

費用がない

活動のための資格、

技術がない

健康に自信がない

身近に活動グループや

仲間がいない

ボランティア活動は

したくない

活動したい気持ちは

あるがきっかけが

つかめない

小さな子どもや介護を

必要とする家族がいる

そのような活動は

本来行政がやるべき

ものだと思うから

参加したいがどこへ

行ったらよいか

わからない

その他

不　明

　６０歳代

(N=  83)

問２３．参加していない、できな

い理由（複数回答、％）７０歳以

上

6.1

-

7.6

3.0

18.2

66.7

12.1

1.5

12.1

6.1

3.0

3.0

12.1

7.6

0 20 40 60 80 100

仕事や家事が忙しく

時間が取れない

家族や職場の理解が

得られない

興味の持てる

活動がない

活動のための

費用がない

活動のための資格、

技術がない

健康に自信がない

身近に活動グループや

仲間がいない

ボランティア活動は

したくない

活動したい気持ちは

あるがきっかけが

つかめない

小さな子どもや介護を

必要とする家族がいる

そのような活動は

本来行政がやるべき

ものだと思うから

参加したいがどこへ

行ったらよいか

わからない

その他

不　明

　７０歳以上

(N=  66)
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問２４  すべての方におうかがいします。 

今後、参加してみたいボランティア活動としてはどのようなものがありますか。参加して

みたいボランティア活動はどのようなものがありますか。（いくつでも） 

 １．地域における子育て支援活動     ２．障がいのある方への援助 

 ３．高齢者に対する援助         ４．保健・医療に関する活動 

 ５．青少年の健全育成に関する活動    ６．国際交流に関する活動 

 ７．自然や環境保護に関する活動     ８．まちづくりに関する活動 

 ９．地域で行う防災活動         10．地域で行う防犯活動 

 11．スポーツ・文化・レクリエーションに関する活動 

 12．その他（                      ） 

 
・参加してみたいボランティア活動の内容については、「地域における子育て支援活動」（43.3

％）がもっとも多く、次いで「国際交流に関する活動」（27.1％）、「地域で行う防災活（22.0

％）となっている。 

・「30歳未満」、「30歳代」、「40歳代」、「50歳代」ともに「地域における子育て支援活

動」がもっとも多く、「70歳以降」では「国際交流に関する活動」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２４．参加してみたいボランティア活動の内容（複数回答、％）

43.3

1.9

8.9

8.0

13.7

27.1

13.4

2.5

22.0

10.8

3.2

11.5

7.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

地域における子育て支援活動

障がいのある方への援助

高齢者に対する援助

保健・医療に関する活動

青少年の健全育成に関する活動

国際交流に関する活動

自然や環境保護に関する活動

まちづくりに関する活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・
レクリエーションに関する活動

その他の活動

不　明

全　　体
(N= 423)
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問２４．参加してみたいボランティア

活動の内容（複数回答、％）　３０歳

未満

61.1

-

11.1

22.2

16.7

-

22.2

5.6

22.2

16.7

5.6

16.7

5.6

0 20 40 60 80 100

地域における子育て

支援活動

障がいのある方への

援助

高齢者に対する援助

保健・医療に

関する活動

青少年の健全育成に

関する活動

国際交流に関する活動

自然や環境保護に

関する活動

まちづくりに関する

活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不　明

　３０歳未満

(N=  33)

問２４．参加してみたいボラン

ティア活動の内容（複数回

答、％）　　　　　３０歳代

59.0

2.6

12.8

15.4

15.4

15.4

7.7

2.6

25.6

25.6

5.1

15.4

5.1

0 20 40 60 80 100

地域における子育て

支援活動

障がいのある方への

援助

高齢者に対する援助

保健・医療に

関する活動

青少年の健全育成に

関する活動

国際交流に関する活動

自然や環境保護に

関する活動

まちづくりに関する

活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不　明

　３０歳代

(N=  46)

問２４．参加してみたいボラン

ティア活動の内容（複数回

答、％）　　　　４０歳代

72.7

6.8

13.6

13.6

11.4

6.8

18.2

2.3

25.0

20.5

2.3

13.6

2.3

0 20 40 60 80 100

地域における子育て

支援活動

障がいのある方への

援助

高齢者に対する援助

保健・医療に

関する活動

青少年の健全育成に

関する活動

国際交流に関する活動

自然や環境保護に

関する活動

まちづくりに関する

活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不　明

　４０歳代

(N=  58)
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問２４．参加してみたいボランティア

活動の内容（複数回答、％）５０歳代

68.8

1.6

12.5

4.7

12.5

20.3

10.9

1.6

23.4

7.8

1.6

12.5

1.6

0 20 40 60 80 100

地域における子育て

支援活動

障がいのある方への

援助

高齢者に対する援助

保健・医療に

関する活動

青少年の健全育成に

関する活動

国際交流に関する活動

自然や環境保護に

関する活動

まちづくりに関する

活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不　明

　５０歳代

(N=  76)

問２４．参加してみたいボラン

ティア活動の内容（複数回

答、％）　　　　　６０歳代

26.5

1.2

2.4

4.8

10.8

22.9

14.5

3.6

25.3

3.6

3.6

13.3

10.8

0 20 40 60 80 100

地域における子育て

支援活動

障がいのある方への

援助

高齢者に対する援助

保健・医療に

関する活動

青少年の健全育成に

関する活動

国際交流に関する活動

自然や環境保護に

関する活動

まちづくりに関する

活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不　明

　６０歳代

(N= 107)

問２４．参加してみたいボラン

ティア活動の内容（複数回

答、％）　　　　７０歳以上

6.1

-

7.6

3.0

18.2

66.7

12.1

1.5

12.1

6.1

3.0

3.0

12.1

0 20 40 60 80 100

地域における子育て

支援活動

障がいのある方への

援助

高齢者に対する援助

保健・医療に

関する活動

青少年の健全育成に

関する活動

国際交流に関する活動

自然や環境保護に

関する活動

まちづくりに関する

活動

地域で行う防災活動

地域で行う防犯活動

スポーツ・文化・

レクリエーショ ンに

関する活動

その他の活動

不　明

　７０歳以上

(N= 103)
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５．今後の地域活動 

 

（１）必要な施策 

 

問２５  福祉サービスの利用の分野で、関心のあることは、どれですか。（いくつでも） 

 １．高齢者や障がいのある方のための相談体制の充実 

 ２．子育て中の方のための相談体制の充実 

 ３．福祉サービスに関する様々な情報の提供 

 ４．福祉に係わる事業者や市民、団体相互のネットワークの充実 

 ５．虐待などの権利侵害が起きないような社会環境づくり 

  ６．その他（                           ） 

７．特にない 

 

・福祉サービスで関心のあることは、 「福祉サービスに関する様々な情報の提供」 （47.8％） 

が一番多く、ついで 「高齢者や障がいのある方のための相談体制の充実」 （47.0％）、 「子

育て中の方のための相談体制の充実」 （24.6％）、 「虐待などの権利侵害が起きないような

社会環境づくり」 （22.7％）となっている。 

・「30歳未満」では「子育て中の方のための相談体制の充実」（48.5％）、「30 歳代」では「福

祉サービスに関する様々な情報の提供」 （52.2％）、「40歳代」「60歳代」「70歳以降」で

は「福祉サービスに関する様々な情報の提供」「高齢者や障がいのある方のための相談体制の

充実」 が多くなっている。 

・前回との比較でも、「福祉サービスに関する様々な情報の提供」(前回 56.5％）、「高齢者 

や障がいのある方のための相談体制の充実」(前回 50.1％）とほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２５．福祉サービスで関心のあること（複数回答、％）

47.0

24.6

47.8

21.3

22.7

1.9

10.2

9.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

高齢者や障がいの
ある方のための
相談体制の充実

子育て中の方の
ための相談体制の

充実

福祉サービスに
関する様々な情報の

提供

福祉に係わる事業者や
市民、団体相互の
ネットワークの充実

虐待などの権利侵害が
起きないような
社会環境づくり

その他

特にない

不　明

全　　体
(N= 423)
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39.4

48.5

45.5

9.1

33.3

3.0

18.2

-

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

高齢者や障がいの

ある方のための

相談体制の充実

子育て中の方の

ための相談体制の

充実

福祉サービスに

関する様々な情報の

提供

福祉に係わる事業者や

市民、団体相互の

ネットワークの充実

虐待などの権利侵害が

起きないような

社会環境づくり

その他

特にない

不 明

問２５．福祉サービスで関心のあること

（複数回答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

47.8

47.8

52.2

17.4

26.1

2.2

15.2

2.2

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

高齢者や障がいの

ある方のための

相談体制の充実

子育て中の方の

ための相談体制の

充実

福祉サービスに

関する様々な情報の

提供

福祉に係わる事業者や

市民、団体相互の

ネットワークの充実

虐待などの権利侵害が

起きないような

社会環境づくり

その他

特にない

不 明

問２５．福祉サービスで関心のある

こと（複数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

56.9

34.5

39.7

13.8

31.0

3.4

6.9

5.2

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

高齢者や障がいの

ある方のための

相談体制の充実

子育て中の方の

ための相談体制の

充実

福祉サービスに

関する様々な情報の

提供

福祉に係わる事業者や

市民、団体相互の

ネットワークの充実

虐待などの権利侵害が

起きないような

社会環境づくり

その他

特にない

不 明

問２５．福祉サービスで関心のある

こと（複数回答、％）４０歳代

４０歳代

(N=  58)

47.4

19.7

53.9

25.0

15.8

1.3

11.8

5.3

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

高齢者や障がいの

ある方のための

相談体制の充実

子育て中の方の

ための相談体制の

充実

福祉サービスに

関する様々な情報の

提供

福祉に係わる事業者や

市民、団体相互の

ネットワークの充実

虐待などの権利侵害が

起きないような

社会環境づくり

その他

特にない

不 明

問２５．福祉サービスで関心のあること

（複数回答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

43.0

16.8

52.3

25.2

15.0

1.9

10.3

8.4

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

高齢者や障がいの

ある方のための

相談体制の充実

子育て中の方の

ための相談体制の

充実

福祉サービスに

関する様々な情報の

提供

福祉に係わる事業者や

市民、団体相互の

ネットワークの充実

虐待などの権利侵害が

起きないような

社会環境づくり

その他

特にない

不 明

問２５．福祉サービスで関心のある

こと（複数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

47.6

12.6

41.7

24.3

26.2

1.0

5.8

20.4

0  2 0  4 0  6 0  8 0  

高齢者や障がいの

ある方のための

相談体制の充実

子育て中の方の

ための相談体制の

充実

福祉サービスに

関する様々な情報の

提供

福祉に係わる事業者や

市民、団体相互の

ネットワークの充実

虐待などの権利侵害が

起きないような

社会環境づくり

その他

特にない

不 明

問２５．福祉サービスで関心のある

こと（複数回答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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 問２６  福祉活動の充実のために、必要と思うことは、どれですか。（いくつでも） 

 １．営利を目的としないで公益活動、市民活動を行う団体の育成、確保 

 ２．民間の福祉サービス事業の育成、確保 

 ３．保健・福祉・医療の専門家や事業者の連携やサービスの提供 

 ４．健康維持・増進させるための施策の充実 

 ５．地域の福祉資源をいかし、地域密着型の福祉を行う拠点の確保 

 ６．地域住民が有償で自発的に取り組む地域活動（コミュニティビジネス）の支援 

 ７．その他（                           ） 

  ８．わからない 

 

・福祉活動の充実のために必要と思うことは、 「保健・福祉・医療の専門家や事業者の連携や

サービスの提供」（40.4％）が一番多く、ついで「営利を目的としないで公益活動、市民活動

を行う団体の育成、確保」 （38.1％）、 「健康維持・増進させるための施策の充実」 （27.7

％）、 「民間の福祉サービス事業の育成、確保」 （27.4％）、 「地域の福祉資源をいかし、

地域密着型の福祉を行う拠点の確保」 （25.1％）  となっている。 

・前回との比較では、「保健・福祉・医療の専門家や事業者の連携やサービスの提供」(前回 48.2

％）、「営利を目的としないで公益活動、市民活動を行う団体の育成、確保」(前回 40.9％）

とほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２６．福祉サービス充実のために必要なこと（複数回答、％）

38.1

27.4

40.4

27.7

25.1

15.6

1.7

13.5

7.6

0 10 20 30 40 50

営利を目的としないで
公益活動、市民活動を
行う団体の育成、確保

民間の福祉サービス
事業の育成、確保

保健・福祉・医療の
専門家や事業者の

連携やサービスの提供

健康維持・増進させる
ための施策の充実

地域の福祉資源をいかし、
地域密着型の福祉を行う

拠点の確保

地域住民が有償で
自発的に取り組む地域活動

（コミュニティビジネス）の支援

その他

わからない

不　明

全　　体
(N= 423)
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・「30歳未満」では「保健・福祉・医療の専門家や事業者の連携やサービスの提供」が多

く、「50歳代」では「営利を目的としないで公益活動、市民活動を行う団体の育成、確

保」「保健・福祉・医療の専門家や事業者の連携やサービスの提供」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.2

24.2

39.4

27.3

24.2

9.1

6.1

21.2

-

0  2 0  4 0  6 0  

営利を目的としないで

公益活動、市民活動を

行う団体の育成、確保

民間の福祉サービス

事業の育成、確保

保健・福祉・医療の

専門家や事業者の

連携やサービスの提供

健康維持・増進させる

ための施策の充実

地域の福祉資源をいかし、

地域密着型の福祉を行う

拠点の確保

地域住民が有償で

自発的に取り組む地域活動

（コミュニティビジネス）の …

その他

わからない

不 明

問２６．福祉サービス充実のために必要

なこと（複数回答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

39.1

32.6

45.7

34.8

37.0

17.4

4.3

17.4

-

0  2 0  4 0  6 0  

営利を目的としないで

公益活動、市民活動を

行う団体の育成、確保

民間の福祉サービス

事業の育成、確保

保健・福祉・医療の

専門家や事業者の

連携やサービスの提供

健康維持・増進させる

ための施策の充実

地域の福祉資源をいか

し、

地域密着型の福祉を …

地域住民が有償で

自発的に取り組む地域活

動…

その他

わからない

不 明

問２６．福祉サービス充実のために

必要なこと（複数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)

37.9

34.5

43.1

19.0

19.0

19.0

-

19.0

1.7

0  2 0  4 0  6 0  

営利を目的としないで

公益活動、市民活動を

行う団体の育成、確保

民間の福祉サービス

事業の育成、確保

保健・福祉・医療の

専門家や事業者の

連携やサービスの提供

健康維持・増進させる

ための施策の充実

地域の福祉資源をいか

し、

地域密着型の福祉を …

地域住民が有償で

自発的に取り組む地域活

動…

その他

わからない

不 明

問２６．福祉サービス充実のため

に必要なこと（複数回答、％）

４０歳代

４０歳代

(N=  58)

40.8

26.3

40.8

19.7

23.7

15.8

-

9.2

6.6

0  2 0  4 0  6 0  

営利を目的としないで

公益活動、市民活動を

行う団体の育成、確保

民間の福祉サービス

事業の育成、確保

保健・福祉・医療の

専門家や事業者の

連携やサービスの提供

健康維持・増進させる

ための施策の充実

地域の福祉資源をいかし、

地域密着型の福祉を行う

拠点の確保

地域住民が有償で

自発的に取り組む地域活動

（コミュニティビジネス）の …

その他

わからない

不 明

問２６．福祉サービス充実のために必要

なこと（複数回答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

35.5

24.3

32.7

29.9

29.9

13.1

0.9

14.0

11.2

0  2 0  4 0  6 0  

営利を目的としないで

公益活動、市民活動を

行う団体の育成、確保

民間の福祉サービス

事業の育成、確保

保健・福祉・医療の

専門家や事業者の

連携やサービスの提供

健康維持・増進させる

ための施策の充実

地域の福祉資源をいか

し、

地域密着型の福祉を …

地域住民が有償で

自発的に取り組む地域活

動…

その他

わからない

不 明

問２６．福祉サービス充実のために

必要なこと（複数回答、％）６０歳代

６０歳代

(N= 107)

42.7

26.2

44.7

33.0

19.4

17.5

1.9

8.7

13.6

0  2 0  4 0  6 0  

営利を目的としないで

公益活動、市民活動を

行う団体の育成、確保

民間の福祉サービス

事業の育成、確保

保健・福祉・医療の

専門家や事業者の

連携やサービスの提供

健康維持・増進させる

ための施策の充実

地域の福祉資源をいか

し、

地域密着型の福祉を …

地域住民が有償で

自発的に取り組む地域活

動…

その他

わからない

不 明

問２６．福祉サービス充実のため

に必要なこと（複数回答、％）
７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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問２７  地域福祉活動へ市民参加するために、必要と思うことは、どれですか。 

                                 （いくつでも） 

 １．ボランティア活動に参加する市民や団体の増加 

 ２．市民が福祉活動に参加しやすくなるような仕組みづくり 

 ３． ボランティアに参加したい人とボランティアを必要とする人を結ぶネットワーク       

の確保 

 ４．小学校、中学校での福祉学習の推進 

 ５．社会福祉協議会と連携した福祉活動の推進 

 ６．自治会（町内会）と連携した福祉活動の推進 

 ７．地域の自主的な福祉活動の拠点となる組織や場の確保 

 ８．「身近な課題は、自分達の問題」という地域住民の認識の共有 

  ９．その他（                           ） 

10．わからない 

 

・地域福祉活動への市民参加に必要なことは、「市民が福祉活動に参加しやすくなるような仕組

みつくり」（51.5％） が一番多く、ついで「ボランティアに参加したい人とボランティアを

必要とする人を結ぶネットワークの確保」（35.2％）、「身近な課題は、自分達の問題」 と

いう地域住民の認識の共有」（24.8％）、「小学校、中学校での福祉学習の推進」（23.9％）

となっている。 

・前回との比較では、「身近な課題は、自分達の問題」という地域住民の認識の共有」(前回 32.9

％）と、「小学校、中学校での福祉学習の推進」( 前回 30.4％）が8％減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２７．地域福祉活動への市民参加に必要なこと（複数回答、％）

16.5

51.5

35.2

23.9

12.3

23.6

15.1

24.8

1.4

13.2

7.6

0 10 20 30 40 50 60

ボランティア活動に参加
する市民や団体の増加

市民が福祉活動に参加
しやすくなるような

仕組みづくり
ボランティアに参加したい
人とボランティアを必要と

する人を結ぶネットワークの

小学校、中学校での
福祉学習の推進

社会福祉協議会と連携
した福祉活動の推進

自治会（町内会）と連携
した福祉活動の推進

地域の自主的な福祉活動の
拠点となる組織や場の確保

「身近な課題は、自分達の問題」
という地域住民の認識の共有

その他

わからない

不　明

全　　体
(N= 423)
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18.2

48.5

39.4

36.4

6.1

18.2

6.1

21.2

3.0

15.2

6.1

0  2 0  4 0  6 0  

ボランティア活動に参加

する市民や団体の増加

市民が福祉活動に参加

しやすくなるような

仕組みづくり

ボランティアに参加したい

人とボランティアを必要と

する人を結ぶネットワークの

確保

小学校、中学校での

福祉学習の推進

社会福祉協議会と連携

した福祉活動の推進

自治会（町内会）と連携

した福祉活動の推進

地域の自主的な

福祉活動の拠点と

なる組織や場の確保

「身近な課題は、

自分達の問題」という

地域住民の認識の共有

その他

わからない

不 明

問２７．地域福祉活動への市民参加に

必要なこと（複数回答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)

23.9

47.8

50.0

21.7

23.9

17.4

28.3

4.3

17.4

2.2

0  2 0  4 0  6 0  

ボランティア活動に参加

する市民や団体の増加

市民が福祉活動に参加

しやすくなるような

仕組みづくり

ボランティアに参加した

い

人とボランティアを必要と

する人を結ぶネットワー

クの

確保

小学校、中学校での

福祉学習の推進

社会福祉協議会と連携

した福祉活動の推進

自治会（町内会）と連携

した福祉活動の推進

地域の自主的な

福祉活動の拠点と

なる組織や場の確保

「身近な課題は、

自分達の問題」という

地域住民の認識の共有

その他

わからない

不 明

問２７．地域福祉活動への市民参

加に必要なこと（複数回答、％）
３０歳代

３０歳代

(N=  46)

22.4

43.1

41.4

8.6

15.5

8.6

20.7

-

10.3

1.7

0  2 0  4 0  6 0  

ボランティア活動に参加

する市民や団体の増加

市民が福祉活動に参加

しやすくなるような

仕組みづくり

ボランティアに参加した

い

人とボランティアを必要

と

する人を結ぶネットワー

クの…

小学校、中学校での

福祉学習の推進

社会福祉協議会と連携

した福祉活動の推進

自治会（町内会）と連携

した福祉活動の推進

地域の自主的な

福祉活動の拠点と

なる組織や場の確保

「身近な課題は、

自分達の問題」という

地域住民の認識の共有

その他

わからない

不 明

問２７．地域福祉活動への市民参

加に必要なこと（複数回答、％）
４０歳代

４０歳代

(N=  58)
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14.5

53.9

39.5

19.7

6.6

19.7

14.5

23.7

-

9.2

6.6

0  2 0  4 0  6 0  

ボランティア活動に参加

する市民や団体の増加

市民が福祉活動に参加

しやすくなるような

仕組みづくり

ボランティアに参加したい

人とボランティアを必要と

する人を結ぶネットワークの

確保

小学校、中学校での

福祉学習の推進

社会福祉協議会と連携

した福祉活動の推進

自治会（町内会）と連携

した福祉活動の推進

地域の自主的な

福祉活動の拠点と

なる組織や場の確保

「身近な課題は、

自分達の問題」という

地域住民の認識の共有

その他

わからない

不 明

問２７．地域福祉活動への市民参加に

必要なこと（複数回答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)

13.1

41.1

37.4

13.1

13.1

21.5

17.8

25.2

0.9

14.0

10.3

0  2 0  4 0  6 0  

ボランティア活動に参加

する市民や団体の増加

市民が福祉活動に参加

しやすくなるような

仕組みづくり

ボランティアに参加した

い

人とボランティアを必要と

する人を結ぶネットワー

クの

確保

小学校、中学校での

福祉学習の推進

社会福祉協議会と連携

した福祉活動の推進

自治会（町内会）と連携

した福祉活動の推進

地域の自主的な

福祉活動の拠点と

なる組織や場の確保

「身近な課題は、

自分達の問題」という

地域住民の認識の共有

その他

わからない

不 明

問２７．地域福祉活動への市民参

加に必要なこと（複数回答、％）
６０歳代

６０歳代

(N= 107)

14.6

45.6

18.4

12.6

15.5

35.0

18.4

27.2

1.9

14.6

11.7

0  2 0  4 0  6 0  

ボランティア活動に参加

する市民や団体の増加

市民が福祉活動に参加

しやすくなるような

仕組みづくり

ボランティアに参加した

い

人とボランティアを必要

と

する人を結ぶネットワー

クの…

小学校、中学校での

福祉学習の推進

社会福祉協議会と連携

した福祉活動の推進

自治会（町内会）と連携

した福祉活動の推進

地域の自主的な

福祉活動の拠点と

なる組織や場の確保

「身近な課題は、

自分達の問題」という

地域住民の認識の共有

その他

わからない

不 明

問２７．地域福祉活動への市民参

加に必要なこと（複数回答、％）
７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)
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 問２８  地域福祉を推進するために、必要と思うことは、どれですか。（いくつでも） 

 １．利用しやすい、利用できる福祉サービスの充実 

 ２．福祉サービスを担う福祉事業者、団体の活動の充実 

 ３．地域福祉活動への市民参加の充実 

 ４．社会福祉協議会の組織力や体制の強化 

 ５．社会福祉協議会の具体的な活動の充実、連携 

 ６．民生委員・児童委員との連携 

 ７．市内の大学の研究活動、社会活動、学生活動との連携 

  ８．誰もがくらしやすいまちづくりのための公共施設のバリアフリー化 

 ９．バリアフリー化された住宅の確保 

  10．その他（                           ） 

11．わからない 

 

・地域福祉活動推進のために必要なことは、 「利用しやすい、利用できる福祉サービスの充実」

が66.4％と一番多く、ついで「福祉サービスを担う福祉事業者、団体の活動の充実」（26.5％）

「地域福祉活動への市民参加の充実」  （26.0％）、「誰もがくらしやすいまちづくりのため

の公共施設のバリアフリー化」 （23.2％） となっている。 

・前回との比較でも、ほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８．地域福祉活動推進のために必要なこと（複数回答、％）

66.4

26.5

26.0

10.9

18.0

12.5

12.1

23.2

13.0

1.9

10.9

8.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

利用しやすい、利用でき
る福祉サービスの充実

福祉サービスを担う福祉事
業者、団体の活動の充実

地域福祉活動への市民参加の充実

社会福祉協議会の組織力や体制の強化

社会福祉協議会の具体
的な活動の充実、連携

民生委員・児童委員との連携

市内の大学の研究活動、社
会活動、学生活動との連携

誰もがくらしやすいまちづくりのた
めの公共施設のバリアフリー化

バリアフリー化された住宅の確保

その他

わからない

不　明

全　　体
(N= 423)
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問２８．地域福祉活動推進のために

必要なこと（複数回答、％）

３０歳未満

69.7

15.2

21.2

12.1

3.0

3.0

18.2

27.3

9.1

3.0

15.2

3.0

0 20 40 60 80 100

利用しやすい、利用でき

る福祉サービスの充実

福祉サービスを担う

福祉事業者、団体の

活動の充実

地域福祉活動への

市民参加の充実

社会福祉協議会の

組織力や体制の強化

社会福祉協議会の

具体的な活動の

充実、連携

民生委員・児童委員

との連携

市内の大学の研究活動、

社会活動、学生活動との

連携

誰もがくらしやすい

まちづくりのための公共

施設のバリアフリー化

バリアフリー化された

住宅の確保

その他

わからない

不　明

　３０歳未満

(N=  33)

問２８．地域福祉活動推進のた

めに必要なこと（複数回答、％）

３０歳代

71.7

32.6

26.1

17.4

37.0

17.4

23.9

39.1

19.6

6.5

13.0

2.2

0 20 40 60 80

100

利用しやすい、利用でき

る福祉サービスの充実

福祉サービスを担う

福祉事業者、団体の

活動の充実

地域福祉活動への

市民参加の充実

社会福祉協議会の

組織力や体制の強化

社会福祉協議会の

具体的な活動の

充実、連携

民生委員・児童委員

との連携

市内の大学の研究活動、

社会活動、学生活動との

連携

誰もがくらしやすい

まちづくりのための公共

施設のバリアフリー化

バリアフリー化された

住宅の確保

その他

わからない

不　明

　３０歳代

(N=  46)

問２８．地域福祉活動推進のた

めに必要なこと（複数回答、％）

４０歳代

75.9

27.6

31.0

8.6

19.0

13.8

20.7

24.1

8.6

1.7

12.1

1.7

0 20 40 60 80

100

利用しやすい、利用でき

る福祉サービスの充実

福祉サービスを担う

福祉事業者、団体の

活動の充実

地域福祉活動への

市民参加の充実

社会福祉協議会の

組織力や体制の強化

社会福祉協議会の

具体的な活動の

充実、連携

民生委員・児童委員

との連携

市内の大学の研究活動、

社会活動、学生活動との

連携

誰もがくらしやすい

まちづくりのための公共

施設のバリアフリー化

バリアフリー化された

住宅の確保

その他

わからない

不　明

　４０歳代

(N=  58)
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問２８．地域福祉活動推進のために

必要なこと（複数回答、％）

５０歳代

77.6

31.6

19.7

14.5

15.8

6.6

3.9

21.1

11.8

-

6.6

5.3

0 20 40 60 80 100

利用しやすい、利用でき

る福祉サービスの充実

福祉サービスを担う

福祉事業者、団体の

活動の充実

地域福祉活動への

市民参加の充実

社会福祉協議会の

組織力や体制の強化

社会福祉協議会の

具体的な活動の

充実、連携

民生委員・児童委員

との連携

市内の大学の研究活動、

社会活動、学生活動との

連携

誰もがくらしやすい

まちづくりのための公共

施設のバリアフリー化

バリアフリー化された

住宅の確保

その他

わからない

不　明

　５０歳代

(N=  76)

問２８．地域福祉活動推進のた

めに必要なこと（複数回答、％）

６０歳代

57.0

20.6

23.4

10.3

20.6

8.4

8.4

15.0

10.3

0.9

13.1

14.0

0 20 40 60 80

100

利用しやすい、利用でき

る福祉サービスの充実

福祉サービスを担う

福祉事業者、団体の

活動の充実

地域福祉活動への

市民参加の充実

社会福祉協議会の

組織力や体制の強化

社会福祉協議会の

具体的な活動の

充実、連携

民生委員・児童委員

との連携

市内の大学の研究活動、

社会活動、学生活動との

連携

誰もがくらしやすい

まちづくりのための公共

施設のバリアフリー化

バリアフリー化された

住宅の確保

その他

わからない

不　明

　６０歳代

(N= 107)

問２８．地域福祉活動推進のた

めに必要なこと（複数回答、％）

７０歳以上

59.2

29.1

32.0

6.8

12.6

21.4

9.7

24.3

17.5

1.9

8.7

12.6

0 20 40 60 80

100

利用しやすい、利用でき

る福祉サービスの充実

福祉サービスを担う

福祉事業者、団体の

活動の充実

地域福祉活動への

市民参加の充実

社会福祉協議会の

組織力や体制の強化

社会福祉協議会の

具体的な活動の

充実、連携

民生委員・児童委員

との連携

市内の大学の研究活動、

社会活動、学生活動との

連携

誰もがくらしやすい

まちづくりのための公共

施設のバリアフリー化

バリアフリー化された

住宅の確保

その他

わからない

不　明

　７０歳以上

(N= 103)
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（２）今後の地域化活動 

 

 問２９  あなたがお住まいの地域の地域活動について、どう感じていますか。（１つ） 

 １．とても活動的である      ２．比較的活動的である  

３．ふつう            ４．あまり活動的ではない  

 ５．活動しているようには見えない  ６．わからない 

 

・地域活動の印象については、「ふつう」が30.5％、「活動的ではない計」 が27.9％、「活動

的である計」が21.0％ と「わからない」 が17.7％となっている。 

・全体平均と比較すると、 「30歳未満」では「わからない」 （36.4％）が一番多い。 

・「一生懸命である計」は、 「30歳代」 （28.3％）、 「40歳代」 （27.6％）で高い割合とな

っているが「30歳未満」 （9.1％）、 「70歳代」 （17.5％）では平均より低くなっている。 

・「共同住宅計」では「活動的ではない計」が一番多く、35.9％を占めている。 

・前回との比較では、「活動的ではない計」が6％増加しているが、ほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２９．地域活動の印象(%)

21.0

21.4

21.0

9.1

28.3

27.6

25.0

18.7

17.5

21.1

21.8

30.5

28.0

21.2

31.0

31.6

33.6

23.1

27.9

32.1

24.2

33.3

26.1

20.7

23.7

28.0

34.0

26.4

35.9

17.7

16.1

19.0

36.4

19.6

19.0

19.7

15.0

11.7

17.5

17.9

2.8

2.4

3.2

-

-

1.7

-

4.7

5.8

2.7

1.3

活動的である計

32.3

31.1

26.1

32.5

ふつう 活動的でない計 わからない 不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N= 423)

男

(N= 168)

女

(N= 252)

　３０歳未満

(N=  33)

　３０歳代

(N=  46)

　４０歳代

(N=  58)

　５０歳代

(N=  76)

　６０歳代

(N= 107)

　７０歳以上

(N= 103)

一戸建住宅

(N= 337)

共同住宅計

(N=  78)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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問３０  あなたがお住まいの地域の地域活動について、今後、どうすすめるのがいいと 

思いますか。（１つ） 

 １．もっと、活動すべき     ２．いままでどおり       

 ３．活動を減らしたほうがいい  ４．やり方を再考すべき    ５．わからない 

 

・今後の地域活動の進め方については、「今までどおり」（36.9％）が一番多く、ついで「わか

らない」（23.2％）「やり方を再考すべき」（20.1％）、「もっと活動すべき」（13.9％）と

なっている。 

・全体平均と比較すると、 「30歳未満」では「わからない」 （39.4％）が多く、 「今までど

おり」（21.2％）もっと活動すべき」  （18.2％）が少なくなっている。  「40歳代」では「今

までどおり」（44.8％）が多く「もっと活動すべき」（6.9％）が少ない。 

・前回との比較では、順位は同様であるが、「わからない」(前回 12.0％）が11％増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３０．よいと思う地域活動の進め方(%)

13.9

16.7

12.3

18.2

10.9

6.9

9.2

21.5

13.6

14.8

9.0

36.9

33.3

21.2

44.8

38.2

34.6

33.3

0.7

0.6

0.8

-

2.2

-

1.3

0.9

-

0.6

1.3

20.1

24.4

16.3

18.2

15.2

20.7

26.3

14.0

24.3

19.9

23.1

23.2

19.6

25.8

39.4

21.7

25.9

23.7

19.6

20.4

21.4

30.8

5.2

5.4

5.2

3.0

-

1.7

1.3

9.3

8.7

5.3

2.6

もっと活動

38.0

33.0

50.0

39.7

今までどおり 活動を減らす やり方を再考 わからない 不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N= 423)

男

(N= 168)

女

(N= 252)

　３０歳未満

(N=  33)

　３０歳代

(N=  46)

　４０歳代

(N=  58)

　５０歳代

(N=  76)

　６０歳代

(N= 107)

　７０歳以上

(N= 103)

一戸建住宅

(N= 337)

共同住宅計

(N=  78)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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（３）災害時の助け合い 

 

 問３１  あなた自身は、災害時に、高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児など隣近所に自力

で避難できない人が出たとき、どう対応しますか。現時点のお考えとしてお答えください。 

           （１つ） 

 １．自発的に手助けする、手助けしてもいい 

  ２．町内会（自主防災組織）から要請があれば、手助けする 

  ３．行政から要請があれば、手助けする 

 ４．手助けできない、手助けしない 

手助けできない理由は  

     ア．家にも避難できない人がいる   イ．体力的にむずかしい 

     ウ．隣近所をよく知らない      エ．その他 

  ５．わからない 

 

・災害時の手助けについては、 「手助けをする計」71.4％、「手助けできない」20.3％、「よ

くわからない」（4.7％）となっている。 

・「手助けできない」の回答が多いのは、 「女」 （24.8％）、 「70歳以上」（39.8％）、 「共

同住宅計」（24.4％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３１．災害時の手助けの可否(%)

71.4

79.8

65.5

81.8

71.7

87.9

89.5

68.2

48.5

73.0

67.9

20.3

14.3

12.1

8.6

6.6

19.6

24.4

4.7

3.0

6.0

6.5

1.7

3.9

6.5

3.9

4.5

5.1

4.0

5.6

7.8

手助けする計

19.0

39.8

21.7

24.6

手助けできない

6.1

わからない

2.6

3.6

-

1.7

-

-

3.0

3.5

不　明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　　体

(N= 423)

男

(N= 168)

女

(N= 252)

　３０歳未満

(N=  33)

　３０歳代

(N=  46)

　４０歳代

(N=  58)

　５０歳代

(N=  76)

　６０歳代

(N= 107)

　７０歳以上

(N= 103)

一戸建住宅

(N= 337)

共同住宅計

(N=  78)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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・また、災害時に手助けできない理由は、 「体力的にむずかしい」 （64.0％）が一番多く、

ついで「家にも避難できない人がいる」 （22.1％）、 「隣近所をよく知らない」 （11.6

％）となっている。 

・「30歳未満」では「隣近所をよく知らない」の割合が高く、 「70歳以上」では 「体力的にむ

ずかしい」の割合が高くなっている。 

・前回との比較では、「手助けをする計」(前回 74.1％）、「手助けできない」(前回 14.6％）、

「よくわからない」(前回 8.2％）とほぼ同様となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３１（１）．災害時に手助けできない理由(%)
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不　明
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全　　体

(N=   86)

男

(N=   24)

女

(N=   62)

３０歳未満

(N=    4)

３０歳代

(N=   10)

４０歳代

(N=    5)

５０歳代

(N=    5)

６０歳代

(N=   21)

７０歳以上

(N=   41)

一戸建住宅

(N=   64)

共同住宅計

(N=   19)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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問３２   あなたは、災害時の避難場所を知っていますか。（１つ）  

１．知っている   ２．知らない 

 

・災害時の避難場所については、「知っている」が 77.1％、「知らない」が 20.3％となってい

る。 

・「知っている」は、「30歳未満」「30歳代」「共同住宅計」で全体平均より低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３２．災害時の避難場所の認知(%)
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　６０歳代

(N= 107)

　７０歳以上

(N= 103)

一戸建住宅

(N= 337)

共同住宅計

(N=  78)

性
　
別

年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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問３３  あなた自身は、災害時等に自力で避難できますか。（１つ） 

 １．はい      ２．いいえ 

 

・災害時の自力避難の可否について、 「はい」 は89.6％、 「いいえ」 7.8％となっている。 

・全体平均と比較して「いいえ」が多いのは、 「女」 （9.5％）、 「70歳以上」 （8.5％）と

なっている。  

・「70歳以上」で「不明」 （5.8％）が多い。 

・前回との比較では、「はい」(前回 92.7％）、 「いいえ」(前回 5.4％）とほぼ同様となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３３．災害時の自力避難の可否(%)
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性
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年
　
　
齢
　
　
別

住
居
形
態
別
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問３４  問３３で「いいえ」と答えた方におうかがいします。 

避難のための支援を受けるために、あなたの住所、氏名などを事前に次のどこまで提供で

きますか。                             （いくつでも） 

 １．市役所       ２．消防        ３．警察 

 ４．民生委員等     ５．社会福祉協議会（地区福祉委員会を含む） 

 ６．自主防災組織    ７．自治会・町内会   ８．提供する考えはない 

 ９．わからない 

 

・避難支援のために情報を提供できる相手は、「市役所」が51.5％、「自治会・町内会」が39.4

％、「消防」が36.4％となっている。 

・前回との比較では、「市役所」(前回 65.2％）、ついで「消防」(前回 56.5％）、「警察」(前

回 39.1％）、「民生委員」(前回 21.7％）、「自治会・町内会」(前回 17.4％）となってお

り、「消防」が21.9％減少し「自治会・町内会」が22％増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３４．避難支援のために情報を提供できる相手（複数回答、％）

51.5

36.4

27.3
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24.2
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-

24.2

9.1
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わからない

不　明

全　　体
(N=   33)
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問３４．避難支援のために情報を提

供できる相手（複数回答、％）

３０歳未満

-

-

-

-

-

-
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-

-

-
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自治会・町内会

提供する考えはない
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不　明

　３０歳未満

(N=   0)

問３４．避難支援のために情報

を提供できる相手（複数回

答、％）　　　３０歳代

66.7

66.7

66.7

66.7

66.7

33.3
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-
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-
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不　明

　３０歳代

(N=   3)

問３４．避難支援のために情報

を提供できる相手（複数回

答、％）　４０歳代

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
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社会福祉協議会

（地区福祉委員会を含む）
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提供する考えはない

わからない

不　明

　４０歳代

(N=   0)
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問３４．避難支援のために情報を提

供できる相手（複数回答、％）

５０歳代

33.3

-

-

33.3

-

-

33.3

-

66.7

-
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自主防災組織

自治会・町内会

提供する考えはない

わからない

不　明
　５０歳代

(N=   3)

問３４．避難支援のために情報

を提供できる相手（複数回

答、％）　　６０歳代

50.0
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25.0
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自主防災組織

自治会・町内会

提供する考えはない

わからない

不　明

　６０歳代

(N=   4)

問３４．避難支援のために情報

を提供できる相手（複数回

答、％）　７０歳以上

52.2

39.1

26.1

17.4

21.7

4.3

43.5

-

21.7

8.7
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自主防災組織

自治会・町内会

提供する考えはない

わからない

不　明

　７０歳以上

(N=  23)
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問３５   災害時の避難に際し不安に感じていることには、どのようなことがありますか。

（いくつでも） 

１．避難場所が分かりにくい      ２．避難場所の広さは十分か 

３．避難場所までの道路状況           ４．家族との連絡がつくか 

５．高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児がいるので避難がスムーズに出来るか心配 

６．災害の情報が入手できるか     ７．知人の安否情報が入手できるか      

８．その他(            ) ９．特になし 

 

・災害時の避難に際しての不安については、「家族との連絡がつくか」（44.2％）もっとも多

く、次いで「災害の情報が入手できるか」（42.6％）、「避難場所の広さは十分か」（29.3

％）となっている。 

・「30歳未満」で「知人の安否情報が入手できるか」（45.5％）が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３５．災害時の非難に際しての不安（複数回答、％）

8.0

29.3

14.9
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16.8

42.6

16.1

2.1
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10.2
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高齢者、障がい者、妊婦、
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スムーズに出来るか心配
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知人の安否情報が
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特になし
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全　　体
(N= 423)

問３５．災害時の避難に際しての不安（複数回答、％） 
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9.1

24.2

15.2

72.7

30.3

48.5

45.5

3.0

-

-
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避難所が分かりにくい
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乳幼児がいるので非難が

スムーズに出来るか心配

災害の情報が入手できるか

知人の安否情報が

入手できるか

その他

特になし

不 明

問３５．災害時の非難に際しての不安

（複数回答、％）３０歳未満

３０歳未満

(N=  33)
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スムーズに出来るか心

配

災害の情報が入手でき

るか

知人の安否情報が

入手できるか

その他

特になし

不 明

問３５．災害時の非難に際しての不

安（複数回答、％）３０歳代

３０歳代

(N=  46)
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配

災害の情報が入手でき

るか

知人の安否情報が

入手できるか

その他

特になし

不 明

問３５．災害時の非難に際しての

不安（複数回答、％）４０歳代

４０歳代

(N=  58)

問３５．災害時の避難に際しての不安 

 

問３５．災害時の避難に際しての不 

 

問３５．災害時の避難に際しての 
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災害の情報が入手できるか

知人の安否情報が

入手できるか

その他
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不 明

問３５．災害時の非難に際しての不安

（複数回答、％）５０歳代

５０歳代

(N=  76)
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配

災害の情報が入手でき

るか

知人の安否情報が

入手できるか

その他

特になし

不 明

問３５．災害時の非難に際しての不

安（複数回答、％） ６０歳代

６０歳代

(N= 107)
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知人の安否情報が

入手できるか

その他

特になし

不 明

問３５．災害時の非難に際しての

不安（複数回答、％）７０歳以上

７０歳以上

(N= 103)

問３５．災害時の避難に際しての不安 

 

問３５．災害時の避難に際しての不 

 

問３５．災害時の避難に際しての 
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問３６   火災を検知する住宅用火災警報器を取り付けていますか。（１つ） 

１．はい      ２．いいえ 

 

・住宅用火災報知器の取り付けは、全体では「はい」（66.7％）が多く、「いいえ」（25.1％）、

「不明」（8.3％）となっている。 

・「はい」は「30歳未満」「30歳代」「70歳以上」「共同住宅計」で多くなっている。 

・「いいえ」は「40歳代」「50歳代」「一戸建住宅」で多くなっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３６．住宅用火災警報器の取り付け(%)
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５．地域福祉に関する自由意見 

 

Ⅷ．最後に、地域福祉で、ご意見がありましたら、お聞かせください。 

 

※自由回答（分類別）（回答者年齢別・居住地区順・性別順） 

 ＜ア．施策・制度＞  

 ＜イ．高齢者＞  

 ＜ウ．障がい者＞  

 ＜エ．子ども・子育て＞  

 ＜オ．自治会・町内会＞  

 ＜カ．民生委員＞  

 ＜キ．ボランティア＞  

 ＜ク．防災・災害対策＞  

 ＜ケ．日常生活（除雪・移動等）＞  

 ＜コ．施設・設備＞  

 ＜サ．情報＞ 

 ＜シ．その他＞ 

 
＜ア． 施策・制度＞ 

 

【50歳代  東部地区  男性】   

多くの人の「協力」が大切。皆が「協力」できる環境づくりを！！ぜひ。 

 

【50歳代  東部地区  男性】   

少子高齢化の進展、高齢世帯の増加、老老介護等、増々大変な時代に突入しており、血の通った地域

福祉計画の策定は、指針として重要な位置づけとなる。このまちに住んで良かったと言えるような、そん

な地域福祉であってほしい。多くの課題が山積する中、担当者の苦労は大変なものと思われますが、住

民が主体の、と言ってもやはり行政が推進力とならざるをえないのが現実ですので、頑張っていただき

たい。 

 

【50歳代  東部地区  女性】   

設問内容が似ている為、解答しずらい。設問の意図が伝わらない（抽象的）。「地域活動」が指し示すも

のがわからない。 

 

【60歳代  大曲地区  男性】   

あまりにも大衆の意見を聞きすぎないこと。専門職の人に任せるべき。 

 

【30歳代  西の里地区  男性】   

現役世代の人が地域で活動するのは難しいと思います。人口の２０％ほどの元気な高齢者の方が、楽

しく地域をつくる活動が活性化すると良いと思います。 

 

【30歳代  西の里地区  男性】   

まず行政の担当者が、どれだけ実際の現場の現実を考慮して、政策・仕組みを考えられるかが重要。

市民自身の自己責任に対する認識の向上の促進、災害だけでなく、様々な情報が正確で迅速に伝

達、確認できる仕組みが絶対必要。 
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【40歳代  西の里地区  女性】   

・安心安全な町づくり（防犯など）の推進。・冬場の除雪作業の充実。（特に通学路が確保されていない

状況が気になっています） 

 

【70歳以上  北広島団地地区  男性】   

行政主導。 

 

【40歳代  北広島団地地区  女性】   

「社会福祉協議会」へ、毎年自治会経由で会費を納めているが、活動等がよくわからない。 

 

＜イ． 高齢者＞ 

 

【30歳代  東部地区  女性】   

介護保険制度がスタートして１３年、北広島は民間企業の参入がなく、未だに地域で分けての福祉サー

ビスになっていると思います。介護保険のよいところは、自らサービス業者を選ぶことなのに、選ぶだけ

の数がない。民間企業に北広島は運営しづらいというイメージを与えているのでは？ 

 

【70歳以上  西の里地区  女性】  

西の里はお年寄りが多いので、近くに気軽に立ち寄ってお話ができるような場所がほしいです。 

 

 

【60歳代  北広島団地地区  女性】   

当地区は高齢者、高齢者の独居者が多く、災害時の避難に不安を感じる。行政がもっと地域活動の重

要性、災害時の準備、手順を指導してほしい。東北の災害で気づきが少し出ているが、活動は鈍いで

す。地域福祉は人との繋がりが大切です。隣近所を知らない人が多すぎます。言葉の上の「お互いに

助けあいましょう」は無に等しいです。 

 

【70歳以上  北広島団地地区  女性】   

高齢者社会になってきている現在、福祉活動、行事も必要と思いますが、１戸住まわれている（自治会

での）安否確認。日々、日常において必要に思われます。 

 

＜ウ． 障がい者＞ 

 

【30歳代  東部地区  女性】   

高齢者および、障害者がよりよい生活を心配なく送れますよう、引き続き支援・協力を心よりお願いしま

す。もっとより高度な取り組みを期待しています。尚、障害者の私事意見ではありますが、歩道の整備が

もっと行き届いてほしいと切に願っております。（デコボコ道が、歩行や車イス移動を妨げます。） 

 

＜エ． 子ども・子育て＞ 

 

【30歳未満  大曲地区  女性】   

現在育児中ですが、子育て支援サービスのようなものを利用したくても、なかなか利用できません。近所

に子育てサロンのようなものがあれば助かります。 

 

【40歳代  北広島団地地区  男性】   

少子化が進んでいるため、地域の子供会等がありません。市、又は自治体レベルで、子ども参加型のコ

ミュニケーションの取れるイベントを考えてほしい。 
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＜オ． 自治会・町内会＞ 

 

【30歳代  大曲地区  男性】   

近所で困っている人がいるかもわからず、声もかけてあげれないのが現実。老夫婦のみの住宅など、他

人の力を必要とする家を町内会を通し、町内会全体で助けてあげれれば・・・。 

 

【70歳以上  北広島団地地区  男性】   

町内会と地区福祉委の協力を密にして、高齢者、特に災害時に支援を必要な人などの状況を自治会

に氏名等を知らせ、災害時に対応できる様にしてほしい。 

 

【70歳以上  北広島団地地区  男性】   

①自治会活動と、民生委員の連携。②福祉協議会と、自治会・町内会活動との連携。③住民福祉の原

点は、自治会・町内会活動にあると思われるが、他の機構に分化しつつあり、その存在目的が希薄化し

つつあるように思われる。（福祉委員会と自治会、町内会との関係） 

 

＜カ． 民生委員＞ 

 

【60歳代  東部地区  女性】  民生委員適していない声、多々あります。選ぶ時の考え方、再考あって
良いと思います。 
 
【70歳以上  北広島団地地区  男性】  民生委員を１０年以上している人がＴＯＰに立っているが、ほと
んど活動（ボランティアなど）をしておらず、口先だけの人がいる。地域全体を見て、自分が出来るものが
あるはず。こんな人は民生委員にいるのが悲しい。名前と名誉が欲しい人らしいが・・・。 
 
＜キ． ボランティア＞ 

 

【50歳代  西の里地区  女性】   

仕事のために、なかなかボランティア活動に参加出来ません。町内会の活動でさえ、せっかくの休みな

のにーとか、今日は早く帰れたのに打合せー、とか負担に思うことが多いです。お手伝いは生活に余裕

がないと無理かもしれません。 

 

【70歳以上  西の里地区  女性】   

ボランティア活動でしている高齢者支援・子育て支援などに、場所の使用料を取らないでほしい。せっ

かくのボランティアの意識が縮んでしまいます。高齢者や子どもは地域みんなで守り、育てるものと思い

ます。 

 

【30歳代  北広島団地地区  女性】   

将来的に自分も使えるボランティアポイントとか、介護・福祉ポイントのような仕組みがあるといいと思う。

いつ自分が”助け”てもらう事が必要になるのか・・・そして介護の仕事に従事している人たちの負担を考

えると”出来る人が出来るだけ”お互いの存在価値を認めつつ、自分に還元されるような型になると、ボ

ランティア文化の希薄な日本にとってはしやすいのではないでしょうか？働きたいのに働けない人たち

の、働く場所も出来るのでは？ 

 

【50歳代  北広島団地地区  女性】   

私の卒業した中学は青少年赤十字に加入していて、夏休みに泊まり学習をしたり、ＶＳカード（ボランテ

ィア、サービスの意）なる物で、１日１回何か良い事をすると記入するなど等々で、自然にボランティアの

ような事とかが出来る人間を育てる学校でした。自分の人生にとって、とっても良い事だったと今でも思

います。 
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＜ク． 防災・災害対策＞ 

 

【50歳代  東部地区  男性】   

地域で防災活動等の訓練実施、及び行事等で意識作りをすることが大切です！！ 

 

【30歳未満  大曲地区  女性】   

もし災害が起きた時、役所が機能している状態なら、地域住民に情報は全て話してほしいと思います。 

 

【40歳代  大曲地区  女性】   

災害時に自力で避難できますが、主人が単身赴任、家族バラバラに住んでいます。何かと女性一人で

は不安な事もあり、そういうお宅も少なくないはずです。高齢者や障害者の方の他にも、いろいろな家族

構成があるので、視野に入れてもらえればと思います。町内会は近所のうわさ話や様々な詮索があり、

信用できません。 

 

＜ケ． 日常生活（除雪・移動等）＞ 

 

【30歳未満  東部地区  男性】   

地域で苦しんでいるのは、冬期の除雪である。高齢者世帯、一人暮らし等多くなった現在、若者は少な

く、日常生活もやっとの障害者、子供を支えるのは市ではないか。除雪で体調を崩す高齢者の多いこ

と。車道は細く、事故につながらないか心配である。地域活動は、昔からの隣近所と異なっているので、

やり方を再考するべきです。 

 

【70歳以上  大曲地区  女性】   

色々の催物が本町中心で、老齢になりますと、なかなかバス乗りでは出かけづらい。バス停までも歩け

なくなれば尚更です。循環バスでも走ってくれるといいのですが、希望です。それぞれの施設が団地な

どからは１ｋ以上ですので、歩くのも大変です。 

 

【70歳以上  大曲地区  男性】   

除雪をしてほしい。（妻とも 80歳を過ぎているので） 

 

【50歳代  西の里地区  女性】   

近所の機械をもったおじさんがたまに除雪をしてくれるが、雪のひどい時、家の回りの除雪をしてほし

い。おじさんにお金を払わなければいけないので。 

 

【70歳以上  北広島団地地区  男性】   

冬期間の除雪（排雪が少ない）の後、家の側に雪が積もるだけで困る。 

 

【70歳以上  北広島団地地区  男性】   

高齢者世帯への除雪・買物・通院等の、支援体制の確立が必要。 

 

【50歳代  北広島団地地区  女性】   

直接の福祉ではないが、近所の年配者の方の話しで、「窓の下にバス停があるのに、土手に階段がな

いため降りられず、一つ離れたバス停へ行くのもきついので、タクシー利用になってしまう。１００世帯以

上あるのに、十数年市に要望しているが、未だにバス停への階段がない」と諦め顔でした。このような点

の改善も、福祉のひとつではないでしょうか？ 
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【70歳以上  北広島団地地区  女性】   

高齢者の日常の買物のために、団地内に循環バスを走らせてほしいです。 

 

＜コ． 施設・設備＞ 

 

【60歳代  北広島団地地区  男性】   

地域食堂「かえで」を知り、最近通い始めた。こうした施設が知られると、地域のふれあいの機会が増え

ると思う。 

 

【60歳代  北広島団地地区  男性】   

駅のコンコース等を利用し、気軽に立ち寄れる喫茶店等があるといいと思う。個人住宅でやっている所

もあるが、一人で入っていくのは・・・。男性は定年してから外出先が北広島にはない！！特に冬場。 

 

＜サ． 情報＞ 

 

【70歳以上  東部地区  女性】   

あまりよくわからないので、なんとも云えません。 

 

【30歳未満  大曲地区  男性】   

社会福祉協議会…直接話をする機会もないですし、どんなことをしている所なのかもわからない。ボラン

ティアや福祉と一言で言っても、なかなか立ち上がれないのが現状。子供がいたり、仕事が忙しかった

り。自分自身や家族が地域福祉と関わったり、サービスを利用してはじめて知ることが多いと思う。 

] 

【70歳以上  大曲地区  男性】   

なるべく多くの人に地域福祉を承知してもらう事が大切であると思いますので、広く福祉の重要性を知ら

せる事が大事と考えます。 

 

【30歳未満  大曲地区  女性】   

回覧板などによる避難所や、ルートマップの配布や、高齢者・障害者などの地域活動がどのようなもの

があるのか、教えてもらいたい。 

 

【30歳未満  大曲地区  女性】   

どんな福祉活動があるのか全くわからない。わかりやすく情報を市民に提供すべきだ。 

 

【30歳未満  大曲地区  女性】   

アパート暮らしだと積極的に地域住民とコミュニケーションを図ろうとは思わない。地域と関わりを持つと

いうよりも、その中の小・中学校と密着し、お互いに情報交換する方が、より子供の家庭の関心も高まる

のではないかと思う。 

 

【70歳以上  大曲地区  女性】  

 ・民生委員や町内会役員など、少しの間務めたことがありますが、その時に感じたことは、様々な組織

の協力の仕方が不充分に思いました。対象者が同じ方々であるのに。・何にも参加しなくなって感ずる

のは、情報不足。一般の人々が地域におけるニーズ、ボランティアについて知る、話し合う場もないなあ

ということ。自分が積極性に欠けるのかもしれませんが。 
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＜シ． その他＞ 

 

【40歳代  東部地区  女性】   

自分も世話になる事がある時期がくると思うので…興味を持ちながら、参加や見守りたいと思います。 

 

【70歳以上  大曲地区  男性】   

現在まで３年経過した躰の不自由を不便と考えてはきたが、互いにその時その時の手数がかかる事が

一日の仕事の様に思え、医師等の指示・薬を信じる以外方法はないと思って、互いにその日暮らし。 

 

【40歳代  西部地区  男性】  

 地元の資源を使おうとしない。恥ずかしいのか、近所の人に知られるのを嫌がっているのか不明だが、

そういう高齢者が多い。 

 

【60歳代  北広島団地地区  女性】   

隣近所の助け合いの意識の高まりを痛感します。まだ仕事中で今は出来ないが、退職したら地域活動

をしようと考えています。 

 

 

 

 


